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競争的資金
2012年 (H24年度) 大…分担研究者カカ…述銑者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 :基撤研究(B) :造伝性不蛙!服発症の分子基燥に関する統合的研究
;厚生労働科学 先天性QT延長症候i洋の家族内調査による遺伝的多様性の検
研究費補助金 討と治療指針の決定
厚生労働科学女 :早期再分極 (earlyre卯 larization)症候群の病態と遺伝基雄、
研究費補助金 長期予後に関する研究
厚生労働科学
イリ|究費補助金 交 遺伝性不整脈疾患の辿仔子主{例制』北ーづいた病態解明と診断・
[新規] 治療法の開発に閲する砂|究
;厚生労働科学 大規模コホ トー を用いた急性心筋梗塞における早期権流療
研究費補助金会 i去に向けた医療連携システム梢築と効果的な患者教育のた
[新規] めのエピデンス柿築に関する捌究
基継研究(C) カ 運動ストレスによるQT延長抗候群患者の不整脈発症のメカ
[新規] ""ニズ、ムのf鮮明
]ST研究成果
最適展開支援
プ ログラム 食 生体音分離技術に基づくビジュアル電子聴診器システムの
(A-STEP) 開発
t米索タイプ
{新規]
中野恭幸 新学術領域1iJI究交 計算解剖モデルに基づく診断支援
厚生労働科学女 :標準療法不応のJiliがんに有効な新規がんペプチドワクチン
初|究費補助金 療法の開発と創薬展開
厚生労働科学
研究費補助金 カ 呼吸不全L関する調査研究
小川恵美子 主古井4日|究(C)
i気腫性病変と骨粗経症の関連
レプチン受容体の関与についてー
中江一郎 基撚研究(C) カ 若年健常者における血管内皮機能の経年変化とその要因の
[新規] 探索
芦原 貴司 :若手刷究(B) ヒト両心房モデル梢築を基盤とした慢性心房*1日動とその治
療に閲するインシリコ制究
!基盤。l究(B)食 遺伝性不整脈発症の分子基燃に閲する統合的研究
。基撚研究(B)大 心臓2次元J英電位工学マッピングデータからの心壁内3次
元興奮伝播波而の蒋梢成
l 基盤研究(C) カ 。医学と工学の連携による'屯気生理学的心臓突然死予知指標
の開発
t 親|学術領域研究交 多|借層データに基づく 心臓電気現象の統合的機能シミュ
レー ション
伊藤英樹 i基盤1)1究(B)交 遺伝性不整J氏発症の分子基撚に閲する統合的研究
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]ST:fvl究成果
最適展開支援
酒井 宏
プ ロ グラム 生体音分J)jlf技術に基づくビジュアル電子聴診器システムの
(A-STEP) 交 I~ :HB 
J栄索タイプ
[*M~i\] 
大野聖子 ! ~*撚研究 (C) 運動ストレスによるQT延長症候群患者の不整脈発症のメカ
[新規] ニズムの解明
2011年 (H23年度) 食分担研究者 決食 述携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 :基撚:fvl究(B)
[新規]
i遺伝性不挫J!反発症の分子基般に関する統合的研究
厚生労働科学
:先天性QT延長症候群の家族内調査による遺伝的多様性の検
:fvl究qJj補助金
[新規]
討と治療指針のi犬A定
;厚生労働科学 早期1再分極 (巴arlyrepolarization)症候群の病態と遺伝基盤、
:fiJI究費補助金会 長期予後に|見!する研究
i厚生労働科学
1UI究費補助金交 進行性心臓伝導障害の病態診断と辿伝子基盤に閲する研究
伊藤 誠 ~;~f!:t::fりl 究 (C) 員If治性心房京I動に対するカテーテル治療の評価法および再
発予測因子に|羽する研究
中野恭幸 器撤研究(C)大 特発性問質性!liIi炎CT画像の自動解析法の開発とその検証
:新学術領域研究交 計算解剖モデルに基づく診断支援
i厚生労働科学
標準療法不応の!Jj日がんに有効な新規がんペプチドワクチン
研究費補助金 大
[新規]
療法の開発と創薬展開
i 厚生労働科学
Jり|究費布n助〈耳 1た*!I乎吸不全L:IJkJする調査研究
気服性病変と骨粗軽症の関連
小JI恵美子 基盤仰|究(C) ーレプチン受容体の関与について一
基盤:fvl究(A)会 iPS出1lI!J包を用いた知治性1乎|股器疾患の病態解明と新規治療法
の開発
基撚jiJI究(C)カ ! ~延す る慢性感染が慢性閉塞性!Jjli疾患の免疫応答に与える
影響とその機序の解明
長尾大志 基撚イvl究(C)カ 特発性間質性)Jjli炎CT画像の自動解析法の開発とその検証
芦原 貴司 若手:fi)1究(B)
。ヒト両心房モデル構築を基椴とした慢性心房制動とその治
療に関するインシ リコ研究
若手州究(B)大 ;多|借間データに基づ く心臓電気現象の統合的機能シミ ュ
レー ション
基盤州究(C)交交 バーチャル心臓を用いた不整脈危険予測のための機能的モ
デリング手法の開発
。基[新損害引規先](B) tt t 逃伝性不整脈発症の分子基盤に閲する統合的研究
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2010年 (H22年度) i:<.分担研究者交交…連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 i挑戦的萌芽研究 i QT延長症候群患者における網知的単一塩基多型解析
厚生労働科学
研究費補助金 先天性QT延長症候~r;(' の遺伝的背景;に基づく治療指針の検討
[新規]
厚生労働科学
早期再分極 (ear匂 repolarization)症候群の病態と遺伝基株、研究費補助金交
[新規]
長期予後に閲する棚究
厚生労働科学
研究費補助金交 進行性心臓伝導lgi害の病態診断と遺伝子基盤に関する研究
[新規]
厚生労働科学 JJtì児 ・ 新生児期に発症する yjH~?台性逃伝性不整脈の実態調査、捌究費補助金交
[新規]
診断 ・治療ガイドライン作成並びに生体資料のパンク化
伊藤 誠 十基僻砂|究(C) 員IU台性心房キ1ほリJに対するカテーテル治療の評仰li法および再
発予測因子に関する{UI'究
中野恭幸 基盤砂l究(C) 特発性間質性JliIi炎CT画像の自動解析法の開発とその検証
新学:術領域1iir究交 計算解剖モデルに基づく 診断支援
i 厚生労働科学 交交呼吸不全ド|期する調査研究研究費補助金 "J "/A' I ".:c. Y'-
ト川恵美子 ，基盤研究(C) :気J1重性病変と骨粗怒症の関連
[新規] レプチン受容体の関与についてー
}基盤イi)1'究(C) 食 法延する慢性感染が慢性 I'!JJ ~~性!Jïlï疾患の免疫応答に与える
影響とその機序の解明
辻田靖之 ;基盤研究(C)
:過大侵襲1奇における免疫修uIli1'1二用としての超短時間作用型
sl遮断薬の心筋に対する効果
長尾大志 t 基雄研究(C) 食 特発性!日j質性!Jil炎CT画像の自動解析法の開発とその検証
芦原貴司 ;若手研究(B)
ヒト両心房モデル梢築を基燃とした慢性心房刺|劃!とその治 |
療に関するインシリコ研究
新学術領域研究交
多階層データに基づく 心臓電気現象の統合的機能シミ ユ
レーショ ン
i基撚研究(C) 食交iバーチャル心臓を用し、た不捻脈危険予測のための機能的モ
デリング手法の開発
伊藤英樹 :若手研究(B)
i 潜在性突然死症候群の顕在化に関与する遺伝的背景と分子
病態の解明
研究費補助金大 先天性QT延長症候群の迫;伝的背景に基づく治療指針の検討
[新規]
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2009年 (H21年度) ~…分担研究者 食カ一連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔基盤研究(B)
!イオンチャネル病としての遺伝性不整脈の追伝型 ・表現型
関迎の1iJ1究
挑戦的!vi芽研究 iQT延長症候群患者における網羅的単一境基多型解析
[新規]
j厚生労働科学
研究費補助金 家族性突然死症候群の遺伝的背景の解明
[新規]
厚生労働科学
初|究費補助金 交 進行性心臓伝導隙害の病態診断と遺伝子基盤に関する側先
[新規]
伊藤
誠 !基盤砂|究(C) 員mi合性心房紺|到jに対するカテーテル治療の評イil法および再
[新規] 発予測因子に関する研究
中野恭幸 :基盤研究(C)
[新規]
1 特発性間質性肺炎CT画像の自動解析法の開発とその検証
}新学術領域lVfヂし公 : 計算j~ヰ制モデルド基づく診断支援
[新規]
。厚生労働科学 i 
liJl究費補助耳ん公公 呼吸不全L関する調査制究
ト川恵美子 ，基盤研究(C) 選延する慢性感染が慢性閉塞性JJili疾患の免疫応答に与える
[新規] 影響とその機序の解明
辻田靖之 基盤研究(C)
過大侵襲時における免疫修飾作用としての超短時間作用型
sl遮断諜の心筋に対する効果
長尾大志 基盤研究(C) カ[新規] 特発'It間質性肺炎CT画像の自動解析法の I~P.J発とその検訓.
芦原 貴司
若手研究(B) iヒト同心房モデル構築を基盤とした慢性心房制動と その治
[新規} 療に関するインシ リコ研究
基雄l!l究(B)会 !スパイラル ・リ エント リー の抜錨による致死性不整脈防止
技術の 1~~J ~5
基盤研究(C) カカ バーチャル心臓を用いた不整脈危険予測のための機能的モ
デリング手法の開発
伊藤 英樹 。:若手研究(B) 潜在性突然死症候群の顕在化に関与する遺伝的背景と分子
[新規] 病態の解明
厚生労働科学
研究費補助金会 家族性突然死症候群の遺伝的背景の解明
[新規]
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2008年 (H20年度) 会…分担f日|究者 会食一連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 i基撒布UI究(B) イオンチャネル病としての逃伝性不整脈の遺伝型・ 表現型
関連のlvlヲE
!特別研究員奨励費 循環器疾患におけるイオンチャネル病に閲する研究
}厚生労働科学
研究費補助J主~ i::r 致死性遺伝性不整脈疾患の遺伝子診断と|臨床応用
中野 恭幸 。基盤研究(C) 慢性閉塞性!Jili疾患の発症幾序と体格に関する研究
一画像解析と遺伝子多型WI'析の融合一
i基盤研究(A)史紀 COPDのphenotypi暗に閲する包括的研究
厚生労働科学
研究費補助金 大食i 呼吸不全に閲する訓査研究
{新規]
辻田靖之 基盤liJl究(C) j過大侵襲時における免疫修飾作用としての超短時間作用型
[新規] i s 1遮|折誕の心筋に対する効巣
山本 孝 若手lUI究(B)
1 虚[fn性心疾患でのLP-PLA2泌度 ・活性 ・遺伝子多型と冠動
l服プラーク組成の検討
芦原 貴司 基有罪研究(B)
1 スパイラル ・リ エン トリーの抜釦lによる致死性不整脈|坊止
1 技術の開発
統合的人体シ ミュ レーションを目指したバーチャル心臓の
基撚研究(B)女
機能モジュール化の側先
基盤捌究(C)交交 バーチャlレ心臓を用いた不整脈危険予測のための機能的モ
}デリング手法の開発
伊藤英樹 若手研究(B)
SCN5A遥t伝子異常陰性のブルガダ症候群における遺伝子異
常の同定と機能f~Iío析
2007年 (H19年度) 食…分担研究者 交交…迷Jjt者
研究者名 研究種目 研究課題名
文部科学省 「細胞・生体機能シミ ュレーションプロジェクト」異分野
堀江 稔 リーデイング会 融合による分子実態に ~I~づく 生物物理学的シミュレーター
フ。ロジェク ト の開発
1基盤捌究(B) iイオンチャネル病としての迫伝性不整脈の遺伝型 ・表現型
[新規] 関連の引先
特別相|究員奨
防VJ費 循環器疾患におけるイオンチャネル病に関する研究
[~~Î-規]
:研厚生究労費働補本助1-丈品三E女 致死性遺伝性不整脈疾患の辿伝子診断と|臨床応用
中野 恭幸 基継lvl究(C)
i慢性閉塞性)JiIi疾患の発症幾序と体格に関する研究
画像Wío析と迫伝子多型Wío~Jí-の融合 一
;基倣fり|究(A)食会。COPDのphenotypingに|刻する包括的イ'iJI究
特定領域研究 公食:多次元医用画像の知|的診):1.9断支援「解剖学的分類に基づく知l
的CADJ
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山本
孝 i若手研究(B) i J~~ J(ll性心疾患で‘のLP-PLA2濃度 ・ 活性・ 遺伝子多出!と 冠動
[新規] Jf¥プラーク組成の十食討
辻田 靖之 :若手研究(B)
i核移行シグナルをつけたAktの遺伝子導入による心肥大抑fljlj
作用
文部科学省 i*IlJ包・生体シミュ レー ションプロジェク ト」全心臓電気
芦原 貴司 リー デイング食 現象の包括的シミュ レー ション技術の開発による個別患者
プロジェク ト における不整脈発生危険予測システムの開発
基盤州究(B)食 統合的人休シミュ レー ションを目指 したバーチャル心臓の
機能モジ‘ュール化の研究
!基盤研究(B)カ スパイラル ・リ エン トリーの抜錨による致死性不整脈防止
[新規] 技術の開発
伊藤 英樹 若手刷究(B) SCN5A泣伝子異常陰性のブルガダ症候群における辿伝子興
常の同定と機能解析
2006年 (H18年度) 女…分姐研究者 交交・一連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
文部 科 学省 「高II)J包・生体機能シミュ レー ションプロジェク ト」異分野
堀江 稔 リー デイング会 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュ レーター
フ。ロジェク ト の開発
厚生労働科学
制究費補助金交 致死性逃伝性不整脈疾患の遺伝子診断と|臨床応用
[新規]
蔦本 尚慶 。基盤研究(C) 白心筋代謝とやIK::t体液 ・免疫性因子による心室リモデリング
の解明
松本鉄也 基盤研究(C)
冠動脈砲~化と冠血管機能におけるプロスタグランジンD合成
酵素の意義
中野恭幸
基撚研究(C) 慢性問率七UliIi疾患の発症幾序と体絡に閲する1d1究
[新規] 一回像f~!(祈 と泣伝子多~!WÍ'析の融合
特定領域liJI究交 多次元医用問{象の矢1]的診断支援「解剖学的分組に基づくま1]
i 1:9CADJ 
}基盤研究(A)
[新規] 女 COPDのphenotyping~: 関する 包括的イí) 1 究
辻田 靖之 i若手研究(B) !核移行シグナルをつけたAktの遺伝子導入による心肥大抑fljlj
[新規] 作用
芦原 貴司 '若手研究(B) ヒ卜心室筋モデルの梢築を基燃と した致死性不整脈発生の
予知|に関する理論的研究
;基盤研究(B) ..f7統合的人体シミュ レー ションを目指したバーチャ ル心臓の
[新規] 機能モジ、ユール化の研究
文部 科 学省 「細胞 ・生体シミュ レー ションプロジェク ト」全心臓電気
リー デイング大 現象の包括的シミュ レーション技術の開発による個別患者
プロジェク ト における不整脈発生危険予測システムの開発
伊藤 英樹
若手研究(B) SCN5A泣伝子異常|陰性のブルガダ症候群におけるよ立伝子興
[新規] 常の同定と機能WI仰T
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置語調・E信置竃読書r;]f;.，.. 笥E翁.
2005年 (H17年度) 会 分担研究者 交交・・・連携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 :基盤研究(A) i j宣伝性不整脈の分子医学 進t伝子診断の|臨床への応用
:文部科学 省 「制胞 生体様能シミュレーションプロジェク トj異分野
リーデイング食 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュレーター
プロジェク 卜 の開発
蔦本尚慶 基盤研究(C) 心筋代謝とネiJl*査体液 ・免疫性因子による心室リモデリングの解明
松本鉄也
基披研究(C) 冠動脈硬化と冠血管機能におけるプロスタグランジンD合成
[新規] 酵素の意義
中野 恭幸 特定領域研究交
多次元医m画像のまi]的診断支援 rwI'剖学的分類に基づく知
的CADJ
文部科 学 省
芦原 貴司
リーデイング 全心臓電気現象の包括的シミュレーション技術の開発によ
フ。ロジェク ト る個別患者における不整脈発生危険予測システムの開発
[新規]
若手研究(B) ヒト心室筋モデルの梢築を基礎と した致死性不整脈発生の
[新規] 予知lに関する理論的研究
2004年 (H16年度) 食 一分担liJl究者 "(:r(;:，'"述Jjt者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 f，一，46、i色 基機liJI究(A)
{新規]
遺伝性不推脈の分子医学 遺伝子診断のl臨床への応用
， .文部科学 省 「細胞生体様能シミユ レーンヨノプロジェク トj異分野
リーデイングカ 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュレーター
プロジ‘ェク ト の l~fJ36
蔦本尚慶 :基盤研究(C) 心筋代謝と布1経体液 ・免;)主性因子による心室リモデリング
[新規] の解明
和田厚幸 基撚研究(C)
プロテオーム解析を用いたアンジオテンシン Hによる不全
心形成の分子機構の解明
中野 恭幸 :特定領域研究 :多次元医用画像の知的診断支援 「解剖学的分類に基づく知|
[新規] " 的CADJ
松尾信郎 若手研究(B) 心筋梗塞患者の心筋リモデリングと IflL1i首内皮機能
藤井応理 若手引先(B) ウロテンシン Eの心不全形成に来たす意義の解明
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2003年 (H15年度) 会…分担研究者会食 一辿携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔 基盤イリl究(B)
。辿伝性不推J氏の分子医学
一巡伝子診断を基披とした治療を求めて ー
基盤イiJI究(C)
1 致死性不整脈発症の分子基盤に関する調査 ・4リ|究
:企画調査
文 部科 学省 i ;「訓胞 ・生体機能ンミユ レ←シヨンプロジェク トj異分野
フリーロデジェイクングト交 融合による分子実態に基づく生物物理学的シミュレーター
[新規] の開発
厚生労働科学 j 
研究費補助金会 不整脈死の予知はこ予防ガイドライン作成に関する制究
{新規]
和田厚幸
基盤引先(C) プロテオーム解析を用いたアンジオテン シン Eによる不全
[新規] 心形成の分子機構の解明
大西正人
基盤研究(C) 心不全における胤管内皮機能障害および桃築 I~I甘リ モデ リ ン
[新規] グに対するエン ドセリンの意義
松尾 信郎 若手研究(B)
[新規]
い心筋梗塞患者の心筋リモデリングと血管内皮機能
藤井応理 :若手研究(B)
[新規]
ウロテンシン Eの心不全形成に果たす意義のWt明
2002年 (H14年度) 食分担研究者 *食 述携者
研究者名 研究種目 研究課題名
堀江 稔
基盤研究(B) : j立伝性不捻)服の分子医学
[新規] 造伝子診断を基維とした治療を求めて
和田厚幸 基燥研究(C) エンドセ リンの受容体及び変換酵素レベルでの心不全形成
に来たす意義の解明
松本鉄也 基i矧り|究(C)
リポカ リン型プロスタグランジンD合成酵素の制御による動 l
)脈磁化進展予防治療法の確立
辻田靖之
若手側究(B) ;地域住民における高血圧の遺伝要因と生活習慣との関連に
[新規} i I羽する1iJI究
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研究助成
2012年 (H24年度)
研究者 研究名 (研究期間)
不整脈疾患における先制医療としての遺伝堀江 稔
子診断と機能解析の開発
慢性閉塞性JlIi疾患 (COPD)患者における
中野恭幸
胸部CTデータを用いた骨官度 ・骨粗経症
の評価li-Shiga COPD registry (SCORE) 
データを用いてー
大野聖子
コピー数多型が関与する家族性突然死症候
群の発症メカニズム解明
服部哲久
iPS*11I胞を朋いたQT延長症候群のメカニズ
ムの解明と治療への応用
王 E奇 外国人留学生等修学助成
2011年 (H23年度)
研究者 研究名 (研究期間)
堀江 稔 辿伝学的手法を用いた循環器疾患の病態解
(分担) 明に関する研究 (H23)
運動誘発性QT延長症候群のメカニズムWio
大野聖子 明および、新規治療法の雌立 (H23~H24)
心臓カルシウムチャネル異常に伴う辿伝性
心臓突然死症候群のメカニズム解明
(1-123~ H24) 
Nguyen 
外国人留学生等修学助成 (H23)
Van Tho 
APSR Short-Term Research/ Training 
Felowship (1-123) 
Evaluation of phenotypes according to 
HRCT and genotyp巴sin Vietnames巴
patients with COPD 
致死性不整脈疾患における内向き整流カ リ
王 E奇 ウムチャネルの造伝子検索とその機能解析
(H23) 
2010年 (H22年度)
研究者 研究名 (研究期間)
堀江 稔
家族tl:不推脈疾患における内向きカ リウム
チャネル逃伝子のGeneticVariant検索とそ
の機能解析 (1-122)
.長ョ・.d.lIl置闘・ljJ~ヨ・・
申請機関等
2012年度TranslationalResearch 
振興事業
日本循環器学会
第91TI1リリ -liJI究助成プログラム
(骨領J或イリ|究)
公論財団法人骨粗怒症財団
第71m内藤記念女性研究者研究助成金
公抵財団法人内藤記念科学振興財団
平成24年度若手萌芽棚究
滋賀医科大学教育改善推進
財団法人滋賀医学国際協力会
申請機関等
独立行政法人国立循環器病liJl先センター
平成23i:l三度財|王Ii.去ノk宮EI心!臓病liJI
究振興基金
財団法人宮回心臓病研究振興基金
第37四日本心臓病財団研究奨励
財団法人日本心臓病財団
財団法人滋賀医学国際協力会
Asia Pacific Society of 
Respirology 
外国人留学生(大学院生Hi:J1究助成
財団法人滋賀医学国際協力会
申請機関等
外国人研究者招I即助成金
財団法人滋賀医学国際協力会
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ホーチミン医科薬科大学医学部附属病院及
小川悪美子
びその関連施設にて、ゲノム解析を目的と 医学系研究者海外渡航助成金
した血液採取及びその保管方法や、 li1i機能 財団法人滋賀医学国際協力会
検査に関する意見交換のため (H22)
潜在性突然死症候群における逃伝的背景の 第61TI1日本心臓財団・ノパルテイ
伊藤英樹 ゲノム網続的解析とその分子病態の解明 ス循環器分子細胞研究助成
(H22-H23) 財団法人日本心!臓財団
大規模|臨床データに基づいた逃伝性不整脈 第5匝|循環医学分野海外留学助成
疾患の治療指針に|刻する研究(H22-H23) 公益財団法人先進医薬研究振興財団
遺伝性突然死症候群の辿伝情報の管理と|臨
滋賀医科大学平成22{1三度若手数員
床へのフィ ー ドパックの方法論 (H22) 海外研修助成金
滋賀医科大学
2009年 (H21年度)
研究者 研究名 (研究期間) 申請機関等
堀江 稔
家族性不整脈心疾患における過分艦誘発性 外国人初|究者招料助成金
陽イオンチャネルの機能解析 (H21) 財団法人滋賀医学国際協力会
堀江 稔
ヒトiPS細胞|主l来心筋樹立による家族性突
2009年度TranslationalResearch 
(分担)
然死症候群の病態解明と治療法の確立
振興事業日本循環器学会(H21-H23) 
不整脈に対する|臨床病態の解明に|期する砂| 循環器病研究委託費
究 (H21-H22) 国立循環器病センター
心臓Naチャネル病の病態解明 心房細動
日本心臓財団・ノパルテイス循環
モデルマウスの構築とチャネル制御蛋白の
器分子細胞初|究助成
探索の探索一
滋賀医科大学とホーチミン医科薬科大学の
中野恭幸
呼吸器内科における呼吸器疾患に関する共 国際学術交流助成金
同研究と相;互理frJ!i'のためのカンファ レンス 財団法人滋賀医学国際協力会
開催 (H21)
QT延長症候併症例における lìi- ~{~.基多型
2009年度医学系1iJl究奨励芦原貴司 の解析一薬剤性QTの予知!と予防の戦1洛一
公孫]!;1団法人武田科学振興財団
(分担) (H21-H22) 
QT延長症候群症例における よi - ~1Yt基多型
2009年度医学系砂i究奨励伊藤 英樹 の解析一薬剤性QTの予知!と予防のij攻略
公益財団法人武田科学振興財団(H21-H22) 
薬斉IJ性QT延長症候群の造伝的背景に基づ
平成21年度研究奨励いたテーラーメイ ド医療の椛立
公益財団法人|臨床薬理1研究振興IUI王11(H21-H22) 
ヘルパーT細胞機能の活性化を併用したが 平成21年度教育改普推進費山田英人
ん免疫療法(樹状細胞ワクチン療法)(H21) 滋賀医科大学
和田 広
ベ トナムにおけるCT画像解析の共同研究 医学系研究者渡航助成金
(H21) 財団法人滋賀医学国際協力会
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2008年 (H20年度)
研究者 研究名 (研究期間)
重症不整脈による心臓突然死の造伝的背景
堀江 稔 -700家計をベースとした検討一
(H20~H21) 
Nguyen Quantitative computed tomography-based 
phenotypes of COPD in Vietnamese 
Van Tho 
patients (H20) 
2007年 (H19年度)
研究者 研究名 (研究期間)
中野 恭幸 Jiliの機能と杭造の関係に関するliJl究(H19)
2005年 (H17年度)
研究者 研究名 (研究期間)
申請機関等
平成20主|三度1!J1究助成
公訴財団法人上原記念生命科学財団
l京itfフエローシップ
日本H子吸器学会
申請機関等
外国人研究者招鴨助成金
財団法人滋賀医学国際協力会
申請機関等
堀江 稔
i'，!.不整脈右室心筋症 (ARVC)の病態と治 循環器病liJI究委託費
療に関する研究 (H17~H19) 国立循環器病センター
2004年 (H16年度)
研究者 研究名 (研究期間)
堀江 稔
1!fi症候'1生Brugada症候群のSCN5A辿伝子
検索とその機能Wfo;fJi. (H16~Hl7) 
松本鉄也
ずり応力により l血管内皮細胞の機能を向上
させる運動療法装置の開発 (H16~H17)
2003年 (H15年度)
研究者 研究名 (研究期間)
芦原貴司
パイ ドメイン3次元心臓シミュレーターを
用いた電気的除剤1]動メカニズムの解析的砂|
(分担) 究 (H15)
樽谷康弘
冠循環におけるブラジキニンの作用の検
討上JJ'[動脈内皮機能との関連の研究(Hl5)
2002年 (H14年度)
研究者 研究名 (研究期間)
申請機関等
循JfJ器病布iJl究委託費
国立循環器病センター
イリ|究助成
中富健康科学振興財団
申請機関等
循環器疾患lvl究助成
財団法人循環器病研究振興財団
第41!!1バイエル|臨床1(1管機能研究助成
財団法人木村記念循環器財団
申請機関等
蔦本 尚慶
慢性心不全急性増悪例におけるカリペリチ
ドの心・ l背保護および予後に及ぼす効果に 公論財団法人間際科学振興財団
関する検討.血中生化学指標に閲する検討
(Hl4~Hl5) 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌 139 -
-li:ョ・・.~-認圏直言圃ii;ヨ・・
140 -
受賞歴
2012年 (H24年)
循環器内科
・経済産業省デジタルコンテンツEXPO Innovative Technologies特別賞
芦原 貴司(グルー プ受賞)
リアルタイム 3次元心臓拍動シミュレータ. 1jiri T， Ashihara T， Umetani N， 19arashi T. 
Haraguchi R Yokota 1-1， Nakazawa K: A kinematic approach for effici巴ntand robust 
simulation of cardiac beating motion. PLoS ONE 2012; 7 :e36706. (2012噌10.25-27，東京， 日本
未来科学館)
-日本心電学会学術奨励賞・最優秀賞 木村紘美
Kimura H， Zhou J， Kawamura M， Itoh 1-I. Mizusawa Y， Ding WG， Wu J. Ohno S， Makiyama 
T， Miyamoto A， Naiki N， Wang Q， Xie Y， Suzuki T. Tat巴noS， Nakamura y， Zang WJ， Ito 
M， Matsuura 1-1， Horie M. Phenotype Variability in Pati巴ntsCarrying KCNJ 2 Mutations. 
Circulation C日rdiovascularGenetics 5: 344・35a2012. (2012.10.1a千葉)
-第25回京滋奈良ハートリズム研究会最優秀演題賞 林 秀樹
「心J市蘇生後、心臓リハビリテーションを施行し1CD を植え込み復学に成功したカテコラ
ミン感受性多形心室頻拍症J(2012.07.28，京都)
・平成23年度日本生体医工学会荻野賞 芦原貴司
「慢性心房調1到jに対するカテーテルアプレーションの治療メカニズムに関する理論的ii)1究」
(2012.05.10-12，福岡)
・第24回京滋奈良ハートリズム研究会優秀演題賞 小津友故
「二次性心筋障害における刺激伝導系が|刻与すると思われる心室頻拍に対するカテーテルア
プレーション根治術J(2012.02. 04JiT都)
呼吸器内科
・日本呼吸器学会近畿地方会優秀賞 河島 |肱 (指導・ JI口将史)
抗PL-12抗体陽性の急速進行性問質也JiI炎合1i:AmyopathicDMの1例 (2012.12.15ホ1戸)
2011年 (H23年)
循環器内科
・第37回日本心臓財団研究奨励賞
心臓カルシウムチャネル異常に伴う遺伝性心臓突然死症候群のメカニズム解明
• Young Investigator Award 
大野型子
大野型子
Ohno S， Zankov DP， Ding WG， Itoh H， Makiyama T， Doi T， Shizuta S， Hattori T， Miyamoto 
A， Naiki N， Matsuura H， Horie M. KCNE 5 variants are nov巴1modulators of brugada 
syndrome and idiopathic ventricular fibrilation. (APHRS2011 & 26th JHRS 28th JSE合同
学会2011.09.18-22，福岡)
-日本心電学会最優秀論文貰 川村 美朋子
Kawamura M. Nagaoka 1， K巴nichi，Nishio Y， Itoh H， Kimura H， Miyamoto A， Mizusawa y， 
Jito Y. 1shida K， Ito M， Makiyama T. Ohno S， Sumitomo N， Oyama K， Horie M. Mutations 
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of the cardiac ryanodine Recepter (RyR 2) gene in catecholamin巴rgicpolymorphic 
ventricular tachycardia. (APHRS2011 & 26th JHRS 28th JSE合同学会2011.09.18-22，福岡)
呼吸器内科・ScientificPresentation Award 
Saita S. Kawata y， Niki N， Ohmatsu H， Tsuchida T， Eguchi K. Kaneko M， Moriyama N， 
Nakano y， Mishima M. Clinical chest CAD system for Lung Cancer， COPD， and 
Osteoporosis based on MDCT images. Joint Meeting combining， The 3 rd meeting of the 
Japanese Society of Pulmonary Functional Imaging and 5 th International Workshop for 
Pulmonary Functional Imaging (2011.01.28-30 Hyogo， Japan). 
• Scientific Presentation Award 
Tani S， Noma K. Suzuki H. Saita S， Kawata Y， Niki N， Miyazaki M， Nakano Y. Analysis of 
respiratory movement using 4 -dimensional chest CT image. Joint Meeting combining， 
The 3 rd m巴巴tingof the J apanese Society of Pulmonary Functional Imaging and 5 th 
International Workshop for Pulmonary Functional Imaging (2011.01.28-30 Hyogo， Japan) 
• Pneumo Forum第20回記念賞
iCTによる動態解析と{)iulli'荷造Wio析J(2011.1.26，東京)
2010年 (H22年)
循環器内科
仁1"出子 恭三:~
• Asia-Pacific Heart Rhythm Society Scientific Session， Best Paper Award/Clinical 
(第1位) 芦原 貴司
Ashihara T， Haraguchi R. Nakazawa K. Namba T. Ikeda T， Nakazawa Y， Ozawa T. Itoh H. 
Ito M， Horie M: Roles of fibroblasts in the mechanisms of complex fractionated atrial 
electrograms and catheter ablation during chronic atrial fibrilation. (APHRS2010. 
2010.10.27-30，韓国，済州島)
-日本心電学会学術奨励賞・最優秀賞 伊藤 英樹
Itoh H， Sakaguchi T， Ding WG， Watanar】巴 E，Watanabe I， Nishio Y， Makiyama T， Ohno S， 
Akao M， Higashi Y， Zenda N， Kubota T， Mori C， Okajima K. Haruna T， Miyamoto A. 
Kawamura M， Ishida K， Nagaoka I， Oka Y， Nakazawa y， Yao T， Jo H. Sugimoto y， 
Ashihara T， Hayashi H， Ito M. Imoto K. Matsuura H， Horie M. Latent genetic backgrounds 
and molecular pathogenesis in drug-induced long QT syndrome. Circ Arrhythm 
Electrophysiol. 2 (5) :511-23.2009. (2010 .10.08-09，大分)
l呼l吸器内科
・第5回京滋呼吸器リサーチフォーラム優秀賞受賞
鈴木秀宣，田仁誠二，野間和夫財団伸介.河田佳樹，仁木 主主，宮崎正義， 中野恭幸 i4D-CT
を用いた|呼吸引J態の解析J(2010.04.03，京都). 
・第13回伊豆レスピ口口ジーフォーラムYoungInvestigator's Award 和田 広
和田広， 山田英人，大津 真， 長尾大志，中野恭幸 I村i1!I\ llì!í'~.見， 鈴木秀宣，河田佳樹，仁木登
il吸気 .1乎気による気道の変化についての検討J(2010.08.21.伊豆)• 
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2009年 (H21年)
循環器内科
・日本心電学会学術奨励賞・最優秀賞 芦原貴司
Ashihara T. Constantino J.Trayanova NA. Tunnel propagation of postshock activations as 
a unified hypσthesis for fibrillation induction and isoelectric window. Circulation Research 
102 (6) :737-745.2008. (2009.7.2-4.京都)
.Young Investigator Award受賞 大野聖子
Ohno S. Tsuji K. Makiyama T. Nishio Y. Akao M. Kita T.Horie M: Multiple Mechanisms 
underlie Long QT Syndrom巴bythe Change of Amino Acid R259 in the intracelular S 4-S 
5 Linker af KCNQ 1. Carてliorhythm2009.(2009.2.20-22. Hong Kong) 
呼吸器内科
・滋賀県健康づくり財団結核予防研究等助成金事業 長尾大志
「胸部CTによる結核の早期診断支援および判核の疾患活動性に影響を与える因子の検討」
(2009.02.19，滋賀)
2008年 (H20年)
循環器内科
・滋賀医科大学優秀研究者
・滋賀医科大学Bestof研修医
〕写本尚)~
山手|・ lr1~ 
-第21囲内科学会奨励賞 伊藤英樹
「本邦におけるQT延長症候群の造伝的背景~先天性と後天性における相違-J (2008.4.11. 
東京)
-第13回 日本心電学会学術奨励賞最優秀賞 牧山武(指導:明江稔)
A novel SCN 5 A gain-of-function mutation M1875T associated with familial atrial 
fibrillation. J Am Col Cardiol. 2008.14;52 (16) :1326-1334. (2008 .11. 2剥I潟)
呼吸器内科
・平成20年度滋賀医科大学博士論文学長賞 山田英人
Yamada R Yoshida M， Nakano Y. Suganami T. Satoh N. Mita T. Azuma K. Itoh M. 
Yamamoto Y. Kamei Y. Horie M. Watada H. Ogawa y. 1n vivo and in vitro inhibition of 
monocyte adhesion to endothelial cels and endoth巴lialadhesion molecules by 
eicosapentaenoic acid. Arteriosc1er Thromb Vasc Bio1.28(12):2173-2179 ，2008. 
-平成20年度滋賀医大ベストティーチヤー賞 長尾大志
・第1回伊豆レスピ口口ジーフォーラムYoungInvestigator's Award 和田 広
「循環器内科外来通院中の患者における気流制限についてJ(2008.08.23.伊豆)
2007年 (H19年)
循環器内科
・第27回近畿循環器疾患治療研究会優勝賞
・iQT延長症候'11'(;の遺伝的背景~先天性と後天性の比較検討J(2007.8.25.大阪)
堀江稔教授就任 ・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
伊牒英樹
-~'~a_ヨ・E謹・rn週・・
-平成19年度滋賀医科大学博士論文学長賞 Dimitar Petrov Zankov 
Angiotensin I Potentiates the Slow Component of Delayed Rectifer K + Current via the 
AT 1 Receptor in Guinea Pig Atrial Myocytes. Circulation. 113. 1278-1286.2006 
2006年 (H18年)
呼吸器内科
・第1回京滋呼吸器リサーチフォーラム最優秀賞受賞
財団仲介，久保 満.河田佳樹， 仁木 登.1:1:1野恭幸，大松広伸，富永慶l悟，江口研二，森山紀之.
「マルチスライスCT画像を用いた一某単位別の肺気l毘抽出アルゴリズムJ(2006.04.08.京者1)
・第1回京滋呼吸器リサーチフォーラム優秀賞受賞
河村奈美.1岡田仲介，久保 ii.河回佳樹， 仁木 登，中野恭幸， 四谷 弘，森山紀之.Iマルチス
ライスCT画像を用いた気管支監抽出アルゴリズムJ(2006.04.08京都)
・第16回日本呼吸管理学会学術集会優秀演題貰
栗原美香，長尾大志，仲川i前弓，ヰI谷真J.ill.丈述知子，岩川裕美， 伊藤まさみ，西尾智尋，羽白高，
中野恭幸.ICOPD患者における代謝熱量の検討J(2006.07.29札幌)
2005年 (H17年)
循環器内科
・第10回ファイザー循環器病研究助成 松尾信郎
「交感神経と高血圧 ・メタボリツクシン ドロームJ研究奨励賞受賞 (2005. 12.17) 
呼吸器内科
・第15回日本呼吸管理学会学術集会優秀演題賞受賞
羽白 高 1宇野恭幸，長尾大志，石原、享介.
「初診患者のl呼吸困蜘の表現と|臨床診断との関連」
・第42回(2005年度)工ルウィン ・フォン・ベルツ震 1等賞受賞
)J;J I~I 高
三M鳥J.ill晃司r-1:11，]'五日巨西村浩一，新実彰男， 王|リ|ニ量1:1専， 室 繁郎，小賀 徹， 星野勇馬 1二|二I
村肇， 淀チ|ニ淳司.
ICOPDの病態解析と治療法開発 ・治療評{ilへの挑戦一CT画像解析・ チオレドキシン創薬・
アウトカムスタデイを通して一J(2005. 1l. 16.東京)
2004年 (H16年)
循環器内科
・第12回ゼリア新薬心臓財団日本分子循環器研究助成 大西正人
「プロテオーム解析を用いた不全心形成の分子機構のNi(oAJJ(2004.07.3l.東京)
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循環器内科
- 英文単行本 ・
【2012] 
• Hayashi H， Horie恥1:Prognostic value of P wave for dev巴lopingatrial fibrillation. In
Atrial Fibr;t/ation. InTech， Croatia， 2012， pp. 189-198 
• Hori巴 M:Chapter 15・Pipeteperfusion technique. In: Okada Y (ed): Path Clamp 
Techniques: from Beginning to Advanced Protocol. Spring巴r，2012， pp. 219-228 
【2011】
• Ashihara T， Constantino J， Trayanova N: Chapter 1: Mechanisl1s of defibrillation 
failure. ln Trayanova N (ed): Cardiac Oefibrillation -Mechanisms， Challenges and 
Implications. InTech， Croatia， 2011， pp. 3・10
- 和文単行本 ・
【2012】
・堀江稔 一不整脈の遺伝子異常.ヲ=壁新学.南江堂，東京，2012， pp.221・225
・堀江 稔:遺伝子疾患としての心房細動.平て壁新学.南江堂，東京， 2012， pp 
405-409 
・混江 稔 二不整脈 Nursing Afook 74:慢性疾患の急性増悪とその対応株式全
社学研マーケテイング，東京，2012， pp.44-53 
・ 芦原貴司:不整脈のシミュレーション.手壁新学.南江堂，東京， 2012，pp. 144-148. ・苧曹、貴司 :心室長忍曹~.成り立ちから理解する心電図波形:心筋の活動電位を読
みf!/ぐ.秀潤社，東京， 2012， pp.201-203. 
・中沢一雄，原口 亮，稲田 慎，芦原貴司 :仮想心臓シミュレーション. シミ
ュレーショニイ手持. コロナ社，東京，2012， p.45 
【2011] 
・ 堀江稔 :15章:細胞内瀧流法.最新ノ，0:yデクラシプ実訴皮修正 吉岡書庖，
京都， 2011， pp. 145-152 
・ 習志江 積、 ・: QT 桓織症怯斡 • _glj冊産学のあゆみ:ここまで進んだ不整脈研究の最
IJi身局.医歯薬出版株式会社，東京， 2011， pp. 105-108 
・ 芦原貴司 : コンビュータシミュレーションの不整脈研究への応用 • _glj府E学の
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -Eヨ・・院ヨ・・自国臣週闘._.
あゆみ -Jζまで進/心だ不壁新研究の最新身舟.医歯薬出版株式会社，東京，
2011， pp.30-40 
・ 芦原貴司:イベントレコーダ ・植込み型レコーダの活用のしかた.ステップア
~.:プのための不塁手掛干診療方γ 〆ブ‘ック. メジカルビュー社，東京， 2011 ， pp. 7ト80
・ 伊藤英樹:QT延長症候群・短縮症候群.ステップアップのための不霊腕診療Jゲ
イ戸、ブ‘ック メジカルビュー社，東京， 2011， pp. 308-317 
・ 酒井宏，蔦本尚慶，堀江稔:心筋マーカーによる診断• 1NIJfE.学 :glj府 :
IJiL {， I診断e}'設握手のバBC4:怠控1/)$98.最新医学社，大阪， 2011， pp.78-88 
【2010] 
・ 総工稔 :心事渦動 今日の治療指針 :私はこう治療している 2010年重版:[if
学書院，東京， 2010， pp. 300・302
・ 堀江稔:ARB/ACE-1 による心房細動抑止効果• Annual Review :綾震諒2010.
中外医学社，東京， 2010， pp.182-188 
・ 堀江稔:脚ブロック.綾震悲虞;苦1NIJfの泣療2010-2011.南江堂，東京， 2010， 
pp.287-290 
・ 堀江 稔 :QT延長症候群.fJl環嘉手疾患のすイZ 二/ス.南山堂，東京， 2010， pp 
155-159 
・ 堀江 稔:疾患編， 4循環器疾患 :QT延長症候群. すーBの診断指針，第6版:
医学書院，東京， 2010， pp.888-890 
・ 堀江稔:第4章，患者に学ぶ心不全の診断と治療 :3特定心筋症，9不整脈源
性右室心筋症. 心不~.羊土社，東京， 2010， pp. 230-236 
・ 松本鉄也，堀江稔 :各論，循環器の基本薬， 3 s遮断薬，α遮断薬， 岬 遮断薬.
循環器の基本薬を使いこなす:腎機能保護を考慮した選び方・使い方のコツ.
文光堂，東京， 2010， pp.45・52
・ 芦原貴司 肥大型心筋症，心尖部肥大型心筋症(巨大陰性 T波)，拡張型心筋症，
不整脈源性右室心筋症(E波)，たこつぼ型心筋症(急性期)，急性心筋炎，急性心
膜炎 • I/) il!lflチェックヅス介 120. 中外医学社，東京，2010， pp. 228-249 
・ 芦原貴司:第 l章-4)心電図所見の記載のしかたのポイン ト， 第 3章 1ー-1) 2枝
ブロック患者で生じた失神発作→発作性房室ブロック，第 3章-1-2)RR間隔が
等しい細動波を認める高度徐脈→完全房室ブロックを伴う 心房細動. レジデ二/
外ノ一介者fJ. 羊土社，東京， 2010， pp. 35-42， 183-190. 
・山路正之，蔦本尚慶，堀江稔 :115アテノー ノレ.肥大空ゆ筋症βi!f/!Ji薬 中
外医学社，東京， 2010， pp，529・531
・ 山路正之，蔦本尚慶:116プロプラノロール. 肥大g心筋症β遮岩手薬 中外医
学社，東京，2010， pp.532-535 
・ 7.1<.津有香3 堀江 稔 :QT 延長症候群における突然死• 1/).穿'MÆ~予知す-lJ t:
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めの干Z韮害訴ノシヴ~ンベイシプお査. 医学書院，東京， 2010， pp. 36-43 
【2009】
・ 堀江稔 Arrhythmiasand sudden death in heart failure. AHA Highlights 2008ティ
一 ・エム ・シーカンパニー，東京，2009， pp. 136-140 
・堀江 稔:心室頻拍. 重，書f$!f伊原疾患s!fxず広マニュアノム 厚生労働省，東京，
2009， pp. 1-20 
. 堀江 稔:心房リモデデ、リング.長嘉薪fjK.学5蔚v府 E 嘉薪fL-ll暖是診参高断1fe;:滋主蛍含8療害の ABC
綾E窮言J諒~ : 2， I/)房雄F身 (i}ttT第2h，安).最新医学社，大阪， 2009， pp. 59-66. 
・ 堀江 稔:遺伝性不整脈 :4. QT延長症候群.最新E手笠原IHJ:iJiL-ll診断t法握手
のABC.続車諒11・心臓突然A.最新医学社，大阪， 2009， pp. 105ぺ12
・ 蔦本尚慶，堀江 稔 心不全のバイオマーカー :心腎相関.ffi.グ府 .jK手ぎのあゆ
み :l/)iIl管マノLデバイ才マーカー.;¥外ラテジー.医歯薬出版株式会社，東京，
2009， pp. 10-17 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔.生化学的検査.重症心不2の予かe;:診療.中外医学社，東
京， 2009， pp. 111・117
・ 牧山 武，赤尾昌治， 堀江稔:遺伝子変異と多型• Brugada症候I1:痕欝'A;
f!Jj/J16診断.~首療指針の淀JÈ. メジカノレビュー社，東京， 2009， pp. 210-223 
・八尾武憲 感染性心内膜炎.緯度表J旨療薬のZび方 .~ll方， 若仰でわか石薬
物療法のポイ二/;..eIHs!J.羊土社，東京， 2009， pp.324・329
・ 八尾武憲:慢性収縮性心膜炎 綾JE蒜滋握手薬のEび方 .~ll方， 症例でわか3
薬物療法のポγ二/介eIHs!J.羊土社，東京， 2009， pp， 33ト332
【2008】
・ 堀江稔:Pharmacologic therapy in atrial fibrilation: Clasic and innovative. AHA 
Highlights 2007ティー・エム ・シーカンパニー，東京， 2008， pp， 266-271. 
・ 堀江 稔 : 虚血性心疾患の概念と病態生理• B;t/Ilt.灰岩fl}:iJ，原作の糎后甲府宇4.
日本臨休社，東京， 2008， pp， 349-353 
・ 堀江稔不整脈治療薬の催不整脈作用. 綾震悲痛見書長野の泊痕南江堂，
東京， 2008， pp. 325・326，
・堀江 稔:不整脈源性右室異形成 ・心筋症 (ARVC/C).最新E手笠原府・新L-ll
診断tJ2震のABC58.綾震H9 : I/)Jj;/Jf.最新医学社，東京， 2008， pp， 194・199
・ 堀江稔，奥村謙，小野克重，平岡昌和(共編) : ポ壁新予か/ご応/プ~ARB， バCE
/lD~薬t アノL 外ステロシ話説薬.株式会社ライフメディコム，東京， 2008 
・ 堀江 稔:不整脈とイオン ・チャネノレ病. 綾貨車斤符J診療Jゲイ〆ライン -最新
の診療指針.総合医学社，東京， 2008， pp. 184-185 
・ 蔦本尚慶，堀江稔:慢性腎臓病患者における心機能の血清学的診断• I/) 1f.摺
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原の戒を阜tAg;e:J.診療 羊土社，東京， 2008， pp. 16ト169
・ 蔦本尚慶，堀江 稔・ 心不全.レジデ二/fーのための栄菱重苦J!11*マ二ユアノム
文光堂，東京， 2008， pp. 238-247 
・ 芦原貴司 :携帯心電図 ・負荷心電図.不霊腕診療SkillUpマニュアノム 羊土社，
東京， 2008， pp. 44-49 
・ 芦原貴司:心室細動 ・心停止 手壁新診療SkillUpマニュアノム 羊土社，東京，
2008， pp.201-214 
・ 芦原貴司:カテコラミン誘発性多形性心室頻拍. 不整腕診療 SkillUpマニュア
ノム 羊土社，東京， 2008， pp.251-256 
【2007】
・ 堀江稔:Ablation for AF Techniques， results and risks. AHA HighJjghts 2006ティ
一 ・エム ・シーカンパニー，東京， 2007， pp. 174-179 
・ 蔦本尚慶.Biomarkers in CHF: Old and New. AHA Highlights 2006ティー・エム ・
シーカンパニー，東京，2007， pp.286-292 
・伊藤誠 :非虚血性心筋症における植込み型除細動器の有用性を見る. 抗手重
lJif薬のすべて:待jlj編 先端医学社，東京， 2007， pp. 22・30
・ 伊藤誠:心室細動，心室粗動. 綾環悲症候'1 (1ノ: ぞの勉の緯度表英;苦~â"
めて.日本臨休，東京，2007， pp. 355・361
・ 伊藤 誠・心室頻拍 • tJIJg.葬'jf迫害'1 (1) : ぞの勉の綾Z言語F見書~â"めで.日 本
臨休，東京， 2007， pp.381・386
・ 蔦本尚慶・バイオマーカーからわかる心不全. 心不全若予訪す-!;:芳若~#Jd.­
ll，厚芳三"#Jd.-ll止めの診療ス外ラテジー. 中山書庖，東京， 2007， pp.98-105 
・ 蔦本尚慶，堀江稔 :ANPとBNPを病態診断にし、かす.1Jj. l{，t腰痛診療プラク
ティス 文光堂，東京，2007， pp. 68-72 
・ 松本鉄也，堀江稔，三ツ浪健一:シンドローム X.綾Jg若遁'Ef!#tl(I/) :ぞの
般の綾Jg/l;戻~ffi ~â"めて. 日本臨休東京， 2007， pp. 143-146 
・伊藤英樹，堀江稔:致死性不整脈の遺伝子診断• Annual尺eVJew綾環諒2007.
中外医学社，東京， 2007， pp. 191-195 
・ 伊藤英樹，堀江稔:QT延長症候群 QT !1l'h府の診かた・ 4雪之方.医学書院，
東京， 2007， pp. 13ト132
・ 酒井宏，蔦本尚慶，堀江稔 :心筋マーカー.最新E学 :_glj府:綾環若7.最
新医学社，大阪， 2007， pp.58-67 
【2006】
・堀江 稔:不整脈領域におけるチャネノレ病 • Annual Review綾凌罫2006. 中外
医学社，東京， 2006， pp.44・50
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- 堀江 稔:心不全における不整脈の治療 提言度第疾患J1IJi，の法度 2006-2007.
南江堂，東京，2006， pp. 256-258 
・堀江稔 :Brugada 症候群と遺伝子異常 • !fli.反心厳府宇.文光堂，東京， 2006， 
pp.511-512 
・ 堀江稔:頻脈性不整脈を診る ・治す:QT延長症候群 :病態 ・分類・検査.IJi' 
心臓病診療プラクティス 7:t/Y18fjÿでtfr~.泣す.文光堂，東京， 2006， pp. 351-356 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔，林優:心不全治療における抗アノレデステロン薬の有用
性.1Ji.fjで'.fl-lJ潜苦言悲シゲー ズ‘21，結漬悲痛の薬物J診療 メジカノレビュー 社，
東京，2006， pp.291・301.
・ 蔦本尚慶，堀江稔 : 心不全における神経体液性因子 • lJi.fjで.fl-lJ綾震悲痛
シゲ-_A"9，心不全.診断ワ旨療'管理.メジカルビ、ュ一社，東京， 2006， pp.65-75 
・ 蔦本尚慶，久高田俊明:心不全の臨床.月符学/ 医学書院3 東京， 2006， pp 
684-6% 
・ 蔦本尚慶:バイオマーカーからわかる心不全. 心不全若予かする 中山書庖，
東京，2006， pp.98-105 
・ 蔦本尚慶 :体液調節の薬理学. 病態盆IA/.ご亙ブぐa草原薬理学 メデイカルサイ
エンスインターナショナノレ，東京，2006， pp. 322・340
・ 蔦本尚慶，堀江 稔: 新薬インデックス 2006 : クヅニカノLプラクティス~flj号.
Elsevier Japan，東京，2006， pp. 468-470 
・ 芦原貴司:心筋の細胞外電位を考える :ペーシングから電気ショックまで.4k
t[不塁腕/;tJ&ご-lJのか. コロナ社，東京，2006， pp.158-182 
・ 芦原貴司，中沢一雄:不整脈シミュレーションはどこまで真実か? 有用性か
ら限界まで.42ず不壁新/;iJ&二石のか. コロナ社，東京， 2006， pp.203引 5
・ 八尾武憲:不整脈の起こりやすさとは何か:心筋受攻性を考える・心筋受攻性
のバイドメ イ ン ・ シミュレーション• ld.-tf不壁新/;iJ&ζ 石のか コロナ社，東
京，2006， pp. 183-193 
【2005】
・堀江稔 :QT 延長症候群における リ スクの層別化 • Annual Review 2005 .結震
葬.中外医学社，東京， 2005， pp. 113-117 
・堀江 稔:Ablation of Atrial Fibrillation Anatomic Consid巴rations.AHA Highlights 
2004 ティー・エム・ シーカンパニー，東京，2005， pp. 156・161
・ 堀江稔 : 不整脈診断に必要な各種検査法 : 遺伝子解析 • lJi.fjで'.fl-lJ綾震搭
シヅーズブ-不整理原 メジカノレビ、ュ一社，東京， 2005， pp. 136・139
・堀江 稔:Andersen 症候群• Afedica/ To.ρics Series :不壁新2005. メディカノレ
レビ、ュ一社，東京，2005， pp. 177-182 
・ 伊藤誠・再発予防としての ICD(大規模臨床試験から).lJi.fjで'.fl-lJ綾Z言葉
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病シリーズ 19:心臓ペースメーカ・植込み型除細動器. メジj:};νビュ一斉記事東
京， 2005， pp.222・231.
. Jt:木満室，苓藤能彦 t漏):新BMPとE常臨床:心機能異常の早期発見のために.
南江堂，東京， 2005. 
・ 蔦本尚慶， 堀江稔 : B恥? と心不全エピデンスを中心に • lJi BMP e: B1t/!lf 
床:心機能異常の阜期発更のために. 報江主，東京、 2005，pp.51-92. 
・ 蔦本尚慶，林優，堀江稔 :心筋梗塞後左室リモデリング.厳灰が子舟ガ必
学:心血管内分泌代謝系 (下):日本臨鉢増刊号 E本軍忌総社，東京，前町、
pp.323-329 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔 :心筋線維化のかかわりは• IJi'心腹痛診療プラクティス 6: 
心不全に挑む・患者を救う. 支弘主，葬去、2005，pp.118-123 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔:心不全の診断と予後予測 :血液生化学データにより予後
を推測できるか?EBM fJlf$悲嘉彦の泣度 中外医学社，東京， 2005， pp. 194・201
・ 蔦本戦車，寵江 稔: む不全三のも敬二戦査煎~.慢性心不全 : 最新医学期冊.
最新医学社，東京，2005， pp.59-67. 
・ 中上拓男，辻井英治，浜本 徹，田中秀央-モデル動物各論 :組織 ・臓器別:
心臓・血管 ・血液.心筋虚血. ぞデル嘉彦助の伊.A/e:雄舟.エノレ ・アイ ・シー，
東京， 2005， pp. 246-252 
【2004】
・ 堀江稔 :QT 延長症候群 : 致死性不整脈に対する新しいス ト ラテジー • /D富E
~tJtι、. メジカノレビュー社，2004， pp. 200-202 
・ 堀江 稔 :心筋イオンチャネノレ病.心厳ナどゲーター.メディカノレレビュー社，
大阪， 2004， pp. 32-33 
・ 堀江稔:QT延長症候群原因遺伝子から心電図を探る.不霊腕診断のコツt
/Ne: L-;'¥.中山書庖，東京， 2004， pp.l00-l01. 
・ 堀江 稔薬剤性QT延長症候群:思わぬピッ トフォーノレに陥らないために.不
星空厳正診断のコ::;e: /N e:L-/¥. 中山書庖，東京， 2004， pp. 178-179 
・ 堀江稔(分担) :;掠主任成善局、6みたナ介ヅウム符'1ftベプチκ 日本臨床，
東京， 2004;62(9)， pp. 101・102・木之下正彦:将来展望.帰理若葉原F控Update(木之下正彦編集) • Medical Front 
International Limited社，東京，2004， pp.127-132. 
・ 蔦本尚慶，堀江稔 :心機能の液性調節機序• IJi・/DS蔚診療プラクディス3: 
心長野結~tlf -!J. 文光堂，東京，2004， pp.62司70.
・ 蔦本尚慶，堀江 稔:心不全診療Jゲイダンス メジカノレビュー社，東京，2004， 
pp.80-90 
・ 松本鉄也 :硝酸薬耐性酸化ストレスと内皮機能.併貨薬府活Update(木之下正
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彦編集) • Medical Front International Limited社，東京， 2004， pp.91-101 
【2003】
・ 堀江稔:細胞内潅流法• jJiノ，0:;;デクラシプ実験度街法.吉岡書庖，京都，2003， 
pp. 193-202 
・ 堀江稔 :QT延長症候群の分類と遺伝子異常について最近の知見を教えてくだ
さい.不霊草野診療Jゲイダシス.メジカノレビュー社，東京， 2003， pp. 44・45
・ 堀江稔，大谷秀夫 :心疾患を知る:不整脈. ナースのための輝度護岸 メデ
イカ出版，大阪， 2003， pp. 72-96 
・ 堀江 稔・心房細動の病理 ・病態生理:自律神経 長野E手笠原府 :jJi/.， (; I診断
e;診療のABC.綾度表2:，/)房;細身.最新医学社，大阪， 2003， pp.40-47 
・ 堀江 稔:不整脈治療薬の催不整脈作用. 今月の;;.手療fli/f-.ヂ草子V亭 .綾Z言葉度S
J診療スタンダ-/<総合医学社，東京，2003， pp. 149-151 
・ 辻田靖之:247大動脈の疾患， 248四肢の血管疾患.パヅY二/沖押学 じ康善子第15
府): ~干差fli!tR. メディカ ノレ ・ サイエンス ・ インターナショナノレ，東京， 2003， 
pp.1475-1487 ・中沢一雄，芦原貴司，鈴木亨，八尾武憲，難波経豊.致.fE活不壁新の長野We/.，
てのスバイラノLヅエシ戸、ヅ 心.のフィジ才一ム .tH%lt!A現象のシZユレー
ショシ fが子及、6.搭ikでノ 森北出版，東京， 2003， pp.278-308 
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ONE 7(5): e36706， 2012 
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Heart Rhythm. 9(1): 66・74，2012
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• Shiomi H， Marillloto T， Hayano M， Furukawa Y， Nakagawa Y， Tazaki J， lmai M， Yalllaji K， 
Tada Tラ NatsuakiM， SaりoS， Funakoshi S， Nagao K， Hanazawa K， Ehara N， Kadota K， 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -Eミョ・E産量・m圃恒酒量君臨震..
Iwabuchi M， Shizuta S， Abe M， Sakata R， Okabayashi H， Hanyu M， Yamazaki F， 
Shimamoto M， Nishiwaki N， Imoto Y， Komiya T， Horie M， Fujiwara H， Mitsudo K， 
Nobllyoshi 恥久 Kita T， Kimllra T， CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry Cohort-2 
Investigators: Comparison of long-term outcome after percutaneous coronary intervention 
versus coronary artery bypass grafting in patients with unprotected left main coronary 
a巾 rydisease (from the CREDO-Kyoto PCI/CABG Registry Cohoは・2).Am J Cardiol 
110(7): 924-932，2012. 
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• Nakajima T， Wu J， Kaneko Y， Ashihara T， Ohno S， Irie T， Ding WG， Matsuura H， 
Kurabayashi M， Horie M: KCNE3 T4A as a g巴neticbackground of Brugada-pattern 
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• Toyoda F， Ding W-G， Zankov DP， Ol1atsu-Kanbe M， lsono T， Horie M， Matsuura H 
Characterization of the rapidly activating delayed rectifi巴rpotassi UI1 current， IKr， inHL-l 
1110use atrial l1yocyt巴s.J Membr Biol. 235: 73-87，2010 
• Yasuda S， Hiramatsu S， Odashiro K， Maruyama T， Tsuji K， Horie M: A family ofhereditary 
long QT syndrome caused by Q738X HERG mutation. Int J Cardiol 144: 69-72，2010 
• Yamamura K，恥1uneuchiJ， Uike K， Ikeda K， Inoue H， Takahata Y， Shiokawa Y， Yoshikane 
Y， Makiyama T， Horie M， Hara T: A novel SCN5A mutation associated with the linker 
between II and IV domains of Navl.5 in a neonate with fatal long QT syndrome. Int J 
Cardio/145・61-64，2010
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌 157 ・圃
-ltヨ・・I~置・聞置闘EヨE長E・ 循環器内科
158 -
• Horie M: Bi-directional ventricular tachycardia revised. J Arrhythm. 26: 3-4，2010 
. Itoh H， Shimizu W， Hayashi K， Yamagata K， Sakaguchi T， Ohno S， Makiyama T， Akao M， 
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IEEE/ICME Int Conf Complex Med Eng. 293-296， 2005 ・IsikawaC， Tsutamoto T， Wada A， Fujii M， Ohno K， Sakai H， Yamamoto T， Horie恥f
Inhibition of aldosterone and endothelin-l by carp巴ritidewas attenuated more than one 
week Infusion in patients with congestive heart failure J Cardiovasc Pharmacol. 46: 
513-518，2005 ・KatoT， Muraski J， Chen Y， Tsujita Y， Wall J， Glembotski CC， Schaefer E， Beckerle M， 
Sussman 恥1A: Atrial natriur巴tic peptide promotes cardiomyocyte survival by 
cG恥1P-dependentnuclear accumulation of zyxin and Akt. J Clin Invest. 115: 2716-2730， 
2005 
• Makiyama T， Akao M， Tsuji K， Doi T， Ohno S， Takenaka K， Kobori A， Ninomiya T， 
Yoshida H， Takano T， Makita N， Yanagisawa F， Higashi Y， Takeyama Y， Kita T， Horie M: 
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High-risk for bradyarrhythmic complications in patients with Brugada syndrome caused by 
SCN5A gene mutations. J Am ColI Cardiol. 46: 2100-2106，2005 
・恥1atsuoS， Nakamura 1， Yamada T， Uchida 1， Nakae 1， Horie M: EfI巴ctof statin therapy on 
arterial stiffness in patients with hyperl ipidemia: Shiga pravastatin atherosclerosis study 
(SHIPAS) group. J Appl Res. 5 397-401，2005 
• Nakae 1， Mitsunami K， Matsuo S， Inubushi T， Morikawa S， Tsutamoto T， Koh T， Horie M 
Myocardial cr巴atineconcentration in various nonisch巴mich巴artdiseases assessed by 1 H 
magnetic resonance spectroscopy. Circ J 69・711-716，2005
• Nakae 1， Mitsunami K， Matsuo S， Inubushi T， Morikawa S， Koh T， Horie M: Detection of 
calf muscle alterations in patients with chronic heart failure by 31 P magnetic resonance 
spectroscopy: Impaired adaptation to continuous exercise. Exp Clin Cardiol. 10: 4-8， 2005 
・ Nakae1， Matsuo S， Koh T， Mitsunami K， Horie M: Left ventricular systolic/diastolic 
function evaLuated by quantitative ECG-gated SPECT: comparison with echocardiography 
and plasma BNP analysis Ann Nucl Med. 19: 447-454，2005 
• Nakae 1， Matsuo S， Koh T， Mitsunami K， Horie M: Clinical significance of plasma BNP 
measurement in patients with psychiatric disease. International Med J 12 181-184，2005. 
・ TamakiS， Nakamura Y， Tabara Y， Okamura T， Kita Y， Kadowaki T， Tsujita Y， Horie恥t
Miki T， Ueshima H: Combined analysis of polymorphisms in angiotensinogen and adducin 
genes and their effect on hypertension in a Japanese population (The Shigaraki study) 
Hypertens Res. 28: 645-650，2005 
• Tanaka H， Hamamoto T， Takamatsu T: Toward an integrated understandi時 ofthe Purkinje 
fibers in the heart: the functional and morphological interconnection between the purkinje 
fibers and ventricular muscle. Acta Histochem Cytoc 38 257・265，2005
• Tarutani Y，恥fatsumotoT， Takashima H， Yal1ane T， Horie M: Brachial artery tlow-mediated 
vasodilation is correlated with coronary vasomotor and fibrinolytic responses induced by 
bradykinin. Hypertens Res. 28: 59-66， 2005 
• Tsujita Y， Kato T， Sussl1an MA: Evaluation of left ventricular function in cardiomyopathic 
mice by tissue Doppler and color M-mode Doppler echocardiography. Echocardiography 
22: 245-253， 2005 
• Yao T， Ashihara T， Ito M， Nakazawa K， Horie恥4・Refractorygradient is responsible for the 
increase in ventricular vulnerability under sodium channel blockade. Circ J 69: 345・353，
2005 
• Yasuda y. Matuura H， Jto M， Matsul1oto T， Ding W-G， Horie M: Regulation of the 
muscarinic K channel by extracellular ATP through membrane phosphatidylinositol 4， 
5-biphsopahte in guinea-pig atrial myocytes. Br J Pharmacol. 145: 156-165，2005 
・ ZankovDP， Ding W-G，恥1atsuuraH， Horie恥1:Open-state unblock characterizes acute 
inhibition of IKS potassium current by amiodarone in guinea-pig ventricular myocytes. J 
Cardiovasc Electrophysiol. 16: 314-322，2005 
• Zhang L， B巴nsonDW， Tristani-Firouzi M， Ptacek LJ， Tawil R， Schwartz PJ， George AL， 
Horie M， Andelfinger G， Snow GL， Fu 下Ackerman MJ， Vincent GM: 
Electrocardiographic features in Andersen-Tawil syndrome patients with KCNJ2 
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mutations: characteristic T-U-wav巴pa仕ernspredict the KCNJ2 genotype. Circulation. 111 
2720-2726. 2005 
【2004】
• Ashihara T， Trayanova NA: Asymmetry in membrane responses to electric shocks: 1nsights 
from bidomain simulations. Biophys J 87(4): 2271-2282，2004. 
• Ashihara T， Namba T， 1to M， 1keda T， Nakazawa K， Trayanova N: Spiral wave control by a 
localized stimulus: A bidomain model study. J Cardiovasc Electrophysiol. 15(2) 
226-233，2004 ・AshiharaT， Namba T， 1keda T， Ito M， Nakazawa K， Trayanova N: Mechanisms of 
myocardial capture and temporal excitable gap during spiral wave reentry in a bidomain 
model. Circulation. 109(7): 920・925，2004
• Ashihara T， Trayanova NA: Shock-induced changes in transmembrane potential: What is 
the asymmetry due to? 1nsights from bidomain simulations. Advances in 
Electrocardiology: World Scientific， Singapore， 2004， pp. 143-147 
• Ashihara T， Trayanova NA: Mechanisms of shock帽inducedarrhythmogenesis: Role of 
tissue discontinuity and electroporation in the initiation of focal repetitive postshock 
activations. Advances in Electrocardiology: World Scientific， Singapore， 2004， pp 
832-836 ・FujiiM， Wada A， Ohnishi M， Tsutamoto T， Matsumoto T， Yamamoto T， Takayama T， 
Dohke T， 1sono T， Eguchi Y， Horie M: Endogenous bradykinin suppresses myocardial 
fibrosis though the cardiac-genetated endothelin system under chronic 
angiotensin-converting enzyme inhibition in heart failure. J Cardiovasc Pharmacol. 
44(Suppl.l): S346・S349，2004.
• Kobori A， Sarai N， Shimizu W， Nakamura Y， Murakami Y， Makiyama T， Ohno S， Takenaka 
K， Ninomiya T， Fujiwara Y， Matsuoka S， Takano M， Noma A， Kita T， Horie M: Additional 
gene variants reduce effectiveness of beta-blockers in the LQT 1 form of long QT syndrom巴
J Cardiovasc Electrophysiol. 15: 1開10，2004
• Matsumoto T， Takashil1a H， Ohira N， Tarutani Y， Yasuda Y， Yal1ane T， Matsuo S， Horie M 
Plasma level of oxidized LDL is an independent determinant of coronary macro-and 
microvasol1otor responses induced by bradykinin. J Am ColI Cardiol. 44: 45ト457，2004
• Matsuo S， Matsul1oto T， Nakae 1， 1to M， Nakamura Y， Takada M， Murata K， Horie M 
Evaluation of cardiac resynchronization therapy in drug-resistant idiopathic dilated 
cardiomyopathy by means of technetium-99m tetrofoSl1in electrocardiography-gated 
single-photon emmision cOl1puted tomography. Exp Clin Cardiol. 9: 248・250，2004
• Matsuo S， Matsumoto T， Takashil1a H， Ohira N， Yamane T， Yasuda Y， Tarutani Y， Horie M 
The relationship between f1ow-mediated brachial artery vasodilation and coronary 
vasomotor responses to bradykinin: comparison with those to acetylchoJine. J Cardiovasc 
Pharmacol. 44: 164-170，2004 
• Matsuo S， Nakamura Y， Matsumoto T， Nakae 1， Nagatani H， Takazakura R， Takahashi M， 
Murata K， Horie M: Visual assessment of coronary aはery stenosis with 
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electrocardiographically-gated multislice computed tomography. Int J Cardiovasc 
Imaging 20・61-66，2004
• Matsuo S，恥1atsumotoT， Nakae 1， Koh T， Masuda D， Takada恥1，Murata K， Horie恥4
Prognostic value of ECG-gated thallium-201 single-photon emission tomography in 
patients with coronary artery disease. Ann Nucl Med. 18 617-622，2004 
• Nakae 1，恥1itsunamiK， Yabe T， Inubushi T， Morikawa S， Matsuo S， Koh T， Horie M 
D巴tectionof metabolic abnormality in asynergic regions of ischemic human myocardium 
using 31P and 1H magnetic resonance spectroscopy. J Cardiovasc Magn Reson. 6 
685-696， 2004. ・Nakae1， Mitsunami K， Matsuo S， Matsumoto T， Morikawa S， Inubushi T， Koh T， Horie M: 
Assessment of myocardial creatine concentration in dysfunctional human heart by proton 
magnetic resonance spectroscopy. Magn Reson Med Sci. 3・19-25，2004
• Nakamura Y， Tamaki S， Uchida Y， Ohmichi N， Yamaoka 0，恥1iyauchiN， Fukuhara T， 
Sayama H， Yamada T， Matsuo S， Yamada Y: Angiot巴nsmconve巾ngenzyme genotype 
influences the response to th巴angiotensinI receptor antagonist losartan in patients with 
hypertension. Hypertens Res. 27: 137-140，2004 
• Niimi A， Matsumoto H， Takemura M， Ueda T， Nakano Y， Mishima M: Clinical assessm巴nt
of airway remodeling in asthma: utility of computed tomography. Clin Rev Allergy 
Immunol. 27 45-58， 2004 
• Ohira N， Matsumoto T， Tamaki S， Takashima H， Tarutani Y， Yal1ane T， Yasuda Y， Horie恥f
Angiotensin-converting enzyl1e insertion / deletion polymorphisl1 modulates coronary 
release of tissue plasminogen activator in response to bradykinin. Hypertens Res. 27: 
39-45，2004 
• Ozawa T， Ito M， Tamaki S， Yao T， Ashihara T， Kita Y， Ueshil1a H， Horie M: Ventricular 
repolarization abnorl1ality in Japanese carriers of G643S single nucleotide polYl1orphisl1 
ofKCNQl gene. Advances in Electrocardiology: World Scientific， Singapore， 2004， pp 
131-133 
• Shimizu W， Horie M， Ohno S， Takenaka K， Yamaguchi M， Shil1izu M， Washizuka T， 
Aizawa Y， Nakamura K， Ohe T， Aiba T， Miyal1oto Y， Yoshimasa Y， Towbin J， Priori Sヲ
Kal1akura S: Mutation site-specific differences in arrhythmic risk and sensitivity to 
syl1path巴ticstimulaion in the LQT1 Form of congenital long QT syndrome. J Am CoII 
Cardiol. 44: 117・125，2004・Takayal1aT， Wada A， Tsutamoto T， Ohnishi M， Fuji M， Isono T， Hori巴M:Contribution of 
vascular NAD(P)H oxidase to巴ndothelialdysfunction in heart failure and the therapeutic 
effects ofHMG-CoA reductase inhibitor. Circ J 68 1067-1075，2004 
• Tsutamoto T， Sakai H， Wada A， Ishikawa C， Ohno K， Fuji M， Yamamoto T， Takayama T， 
Dohk巴T，Horie M: Torasemide inhibits transcardiac extraction of aldosterone in patients 
with congestive heart failure. J Am CoII Cardiol. 44 2252-2253，2004 ・Tsutal1otoT， Wada A， Ohnishi M， Tsutsui T， Ishi C， Ohno K， Fuji M， Matsumoto T， 
Yamal1oto T， Takayama T， Dohke T，日one恥1:Transcardiac increase in tumor necrosis 
factor-alpha and left ventricular end-diastolic volume in patients with dilated 
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cardiomyopathy. Eur J Heart Fail. 6: 173・180，2004
• Yamamoto T， Wada A， Tsutamoto T， Ohnishi M， Horie M: Long-term treatment with a 
phosphodiest巴rasetype 5 inhibitor improves pulmonary hypertension secondary to heart 
failure through enhancing the natriuretic peptides-cG恥1p pathway. J Cardiovasc 
Pharmacol. 44: 596-600，2004 
• Yasumllra Y， Miyatake K， Okamoto H， Miyauchi T， Kawana M， Tsutamoto T， Kitakaze M， 
Matsllbara H， Takaoka H， Anzai T， Himeno H， Yokoyama H， Yokoya K， Shintani U， 
Hashimoto K， Koretsune Y， Nakamura Y， lmai K， Maruyama S， Masaoka Y， Sekiya M， 
Shiraki T， Shinohara H， Ozono K， Matsuoka T， Miyao Y， Nomura F: Rationale for the lIse 
of combination angiotensin-converting enzyme inhibitor and angiotensin I receptor 
blocker therapy in heart failure. Circ J. 68: 361-366，2004 
• Yumoto Y， Horie M， Kubota T， Ninomiya T， Kobori A， Takenaka K， Takano M， Niwano S， 
Izumi T: Bepridil block of recombinant hllman cardiac IKs current shows a time-dependent 
unblock. J Cardiovasc Pharmacol. 43: 178-182， 2004 
【2003】・Ashihara工NambaT， Yao T， Ozawa T， Kawase A， Ikeda T， Nakazawa K， Ito M: Vortex 
cordis as a mechanism of postshock activation Arrhythmia induction stlldy lIsing a 
bidomain model. J Cardiovasc Electrophysiol. 14(3) 295-302，2003. ・KawaseA， Ikeda T， Nakazawa K， Ashihara T， Namba T， Kubota T， Sugi K， Hirai H: 
Widening of the excitable gap and enlargement of the core of reentry during atrial 
fibrillation with a pure sodium channel blocker in canine atria. Circulation. 107(6) 
905-910，2003 ・HayahiM， TSlltamoto T， Wada A， Tsutsui T， Ishii C， Ohno K， Fujii M， Taniguchi A， 
Hamatani T， Nozato Y， Kataoka K， Morigami N， Ohnishi M， Kinoshita M， Horie M: 
lmmediate administration of mineralocorticoid receptor antagonist spironolactone prevents 
post-infarct left ventriclllar remod巴Iingassociated with suppr巴ssionof a mark巳rof 
myocardial collag巴nsynthesis in patients with first anterior acute myocardial infarction 
Circulation. 107: 2559-2565， 2003 
• Horie M， Takenaka K， Ai T， Haruna T， Kono Y， Yoshida H， KlIbota T， Ninomiya TラKobori
A， Ono S， Makiyama S， Otani and Takano M， Takaki H， Kamakura S， Shimizu W 
Potassium Channe/s and Channelopathy-Clinical Cardiac Pacinc and 
EIθctroph ysiology恥10nduzziEditore， 347-349， 2003 
• Katsuta H， Ozawa S， Ninomiya Tヲ ShimoyamaT， lto E， Tanaka T， Yamaguchi S， Katahira H， 
Nagamatsll S， Horie M， lshida H: Insulinotropic action of gllltamate is dependent on the 
inhibition of ATP-sensitive potassium channel activities in }，狙N6beta cels. 8iochem 
8iophys Res Commun. 311: 660-664， 2003 
• Konishi H， Nishio S， TSlltamoto T， Minouchi T， Yam勾iA: Serum carvediol concentation 
and its relation to change in plasma brain natriuretic peptide level in the treatment of h巴a口
failure: a pr巴liminarystudy. Int J Clin Pharmol Ther 41: 578-586，2003 ・KuwaharaK， Saito Y， Takano M， Arai Y， Yasuno S， Nakagawa Y， Takabashi N， Adachi Y， 
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Takemura G， Horie M， Miyamoto Y，恥1.orisakiT， Kuratomi S， Noma A， Fujiwara H， 
Yoshimasa Y， Kinoshita H， Kawakami R， Kishimoto 1， Nakanishi M， Usami S， Saito Y， 
Harada M， Nakao K: NRSF regulates the fetal cardiac gene program and maintains normal 
cardiac structure and function. EMBO J. 22: 6310-6321，2003 
• Matsumoto T， Minai K， Horie H， Ohira N， Takashima H， Tarutani Y， Yasuda Y， Ozawa T， 
Matsuo S， Kinoshita M， Horie M: Angiotensin-conve山ngenzyme inhibition but not 
angiotensin Il type 1 receptor antagonism augments coronaηrelease oftissue plasminogen 
activator in hypertensive patients. J Am ColI Cardiol. 41(8): 1373-1379，2003 
• Matsumoto T， Wada A， Tsutamoto T， Ohnishi M， Isono T， Kinoshita M・Chymaseinhibition 
prevents cardiac fibrosis and improves diastolic dysfunction in the progression of heart 
failure Circulation. 107(20): 2555-2558，2003 
• Matsuo S， Matsumoto工Nakae1， Takashima H， Nakamura Y， Horie M: Non-invasive 
detection of endothelial dysfunction in femoral mtery using thallium-201 scintigraphy 
International Med J. 10: 39司42，2003
• Matsuo S， Nakamura Y， Kinoshita M， Horie M: Plasma B・typenatriuretic peptide 
measurement in asymptomatic population. International Med J. 10・105-108，2003 
• Matsuo S， Nakamura Y， Matsumoto T， Nakae 1， Murata K， Horie M: Prognostic value of 
iodine-123 metaiodobenzylguanidine imaging in patients with heart failure Exp Clin 
Cardiol. 8 95-98，2003. 
• Nakae 1， Matsumoto T， Omura T， Takashima H， Ohira N， Tarutani Y， Yasuda Y， Matsuo S， 
Koh T， Nakamura Y， Kinoshita M， Horie M: Endothelial modulation and tolerance 
dev巴lopmentin the vasorelaxant responses to nitrate of rabbit aorta. Life Science. 73 
3083-3094，2003 ・Nakae1，恥1itsunamiK， Omura T， Yab巴T，Tsutamoto T， Matsuo S， Takahashi M， Morikawa 
S， Inubushi T， Nakamura Y， Kinoshita M， Horie M: Proton magnetic resonance 
spectroscopy can detect creatine depletion associated with the progression of heart failure 
in cardiomyopathy. J Am ColI Cardiol. 42: 1587・1593，2003.
• Ninomiya T， Takano M， Haruna T， Kono Y， Horie恥1:Verapamil， a Ca2+ entry blockerヲ
targets th巴pore-formingsubunit of cardiac type KATP channel (Kir62). J Cardiovasc 
Pharmacol. 42: 161-168，2003 
• Sekikawa A， Horiuchi BH， Edmundowicz D， Ueshima H， Curb DJ， Kim ST， Okamura T， 
Kadowaki T， Kashiwagi A， Mitsunami K，トJakamuraY， Murata K， Kul1er LH， Okamura T 
A "natural experiment" in cardiovascular epidemiology in the early・21stcentury. Heart. 
89: 255-257，2003 ・TakenakaK， Ai T， Shimizu W， Kobori A， Ninomiya T， Otani H， Kubota T， Takaki H， 
Kamakura S， Horie M: Exercise stress test amplifi巴sgenotype-phenotype correlation in the 
LQT1 and LQT2 forms ofthe long QT syndrome. Circulation. 107: 838-844，2003 
• Tsutamoto T， Tsutsui T， Maeda K， Hayashi M， Wada A， Ohnishi M， Fuji M， Ishii C: Effects 
of long-acting calcium channel antagonists on neurohumoral factors: comparison of 
nifedipine coat-core with amlodipine. J Cardiovasc Pharmacol. 4177・81，2003
• Tsutamoto T， Wada A， Hayashi M， Tsutsui T， Maeda K， Ohnishi M， Sawaki M， Fuji M， 
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Matsumoto T， Yamatoto T， Takayama T， Ishii C， Kinoshita M: Relationship between 
transcardiac gradient of endothelin-l and le仕ventricularremodelling in patients with first 
anterior myocardial infarction. Eur Heart J. 24 346-355，2003 ・TsutamotoT， Wada A， Maeda K， Hayashi恥1，Tsutsui T， Ohnishi M， F町iiM，恥1atsumotoT， 
Yamamoto T， Takayama工IshiiC: Transcardiac gradient of aldosterone befor巴andafter 
spironolactone in patients with congestive heart failure. J Cardiovasc Pharmacol. 41 
19-22，2003. 
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-和文雑誌 ・
【2012] ・堀江稔:iPS細胞を用いたTimothy症候群の解明.伊扱t綾環60(5):483・488，2012・堀江稔:薬剤誘発性 QT延長症候群と遺伝的背景 (薬剤感受性)./fp_灰lifof.40(1): 
119-122.20ロ
• Tsutamoto T， Wada N， Yamakawa T， Ibe K， Sakai H， Kawahara C， Horie M: Chronic heart 
failure: progr巴sin diagnosis and treatment. Topics: I. Progress in diagnosis: 2. Biomarker 
Nihon Naika Gakkai Zasshi. ]01(2): 345-353，2012 ・蔦本尚慶，河原千穂，西山敬造，酒井宏，堀江 稔 脳性ナ トリウム利尿ベプチ
ド(brainnatriuretic p巴ptide;BNP). Heart View. 16(12): 221・225，2012・環慎二，金盛俊之，松井甚弥，平田邦夫，川嶋剛史，堀江稔-当院における随
時尿から求めた一日推定塩分摂取量の有用性の検討.点古賀E符大学't.25(1): 9・17，
2012. ・芦原貴司 :研究の窓辺(イ ンタビュー).血圧 19(12):110・111，2012・芦原貴司 :心房細動の診断と治療.大活府E師会話 35:89-93，2012 ・芦原貴司 :平成 23年度各賞受賞者紹介 :荻野賞 ご主体E工学.50，2012. (In press) ・芦原貴司 :連載「モデ、ノレ解析の視点J:第 2回，電気的除細動において心室壁の内
部は分極するのかしないのか? 心霊'/JY. 32: 249-252，2012 ・芦原貴司:連載「モデ、/レ解析の視点J:第 3回，心室壁内部の分極を可視化して電
気的除細動のメカニズムに迫る • 1)害'@.32， 2012. (In press) ・芦原貴司:連載「モデル解析の視点」・第 1回， 電気的除細動では心臓全体が脱分
極してリセッ トされるのか? 心'fIt/lJl. 32: 16ト164，2012・八尾武憲， 71<1畢有香，中津優子，宮本証，伊藤英樹，芦原貴司，杉本喜久，伊藤
誠，堀江 稔 :J波を伴う特発性心室細動におけるデバイス治療の工夫と有効性 :
心室細動の トリ ガー となる心室期外収縮の抑制について • 1)'fIt@. 32(SuppL1) 5ト57，
2012 ・平岩康之，林 秀樹，渋川武志，木下妙子，岩本朋美，前川昭次，阪上芳男，今井
晋二，中江一郎，松本鉄也， 松林景二，浅井徹，堀江 粉、 :心大血管術後の愁訴
が有酸素運動の開始に与える影響• I)I!ifヅハどヅテーショシ.17(1) 93-97，2012 
【2011】
• Horie M: 108th Scientific Meeting of the Japanese Society of Internal Medicine: 
Educational lecture: 3. Diagnosis and treatment of Japanese patients with Brugada 
syndrome Nihon Naika Gakkai Zasshi. 100(9): 2599-2604，2011 ・堀江稔:循環器疾患における遺伝的背景と発症機序理解のための多面的アフ。ローチ.
fJlJ~;;"守押. 70:42ト422，2011.
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 Eョ・E信置置晴園臨司~~ヨ._.
• Tamaki S， Nakamura Y， Kawashima T， Matsui J， Kanamori T， Horie M 耐糖能異常を有
する高血圧，曹、者において微量アノレブミン尿は早朝高血圧に関連する.薬IAe;'ft療.
39(2)・209・215，2011
• Yamamoto T， Horie M: Angina pectoris: c1assification and diferential diagnosis. Nihon 
Rinsho. 69(SuppI.9): 9-13ラ201・芦原貴司 :コンビュータシミュレーションの不整脈研究への応用.E.学のあゆみ
Suppl.: 30・37，201 (再干Ij)・芦原貴司 :システムバイオロジーと遺伝性不整脈.綾環悲月14.70:483-492，2011 ・芦原貴司:パイドメインモデルによる電気的除細動メカニズ、ムの研究.E.手ぎのあゆ
み 238・229・236，2011・伊藤英樹，Pascale Guichen巴y:フランスにおける循環器領域の分子遺伝学.fIl貨車
月梓.70: 508・510，201・伊藤英樹，堀江 稔，井本敬二 :遺伝性不整脈疾患とシミュ レー ション. 不書癖
PLUS. 3: 9.201 ・大野聖子 :Copy number variation (CNV)と循環器疾患 綾震罫舟符. 70・517-522，
201 ・脇坂啓子，堀江稔;スプライシング異常と循環器疾患 綾環穿月符.70: 523-529， 
201 ・佐野幹，t度遺栄一，牧山 武，内山達司 3 祖父江嘉洋，奥田健太郎，山本真由美，
堀江 稔，尾崎行男:ベースメーカ植込み同胞例認められた新たなLaminA/C変異.
心意'&1.31(1) 18-24，201 ・佐野幹，渡遺英一，牧山 武，内山達司，祖父江嘉洋，奥田健太郎，山本真由美，
堀江 稔，尾崎行男 :ペースメーカ植込み同胞例に認められたあらたなLaminA/C 
変異.心:t/l&1.31; 18・24，201・定 翼，国分則人，堀江 粉、，阿部百佳，駒ヶ嶺朋子，平田幸一 :KCNJ2変異を
伴う Andersen-Tawil症候群の神経生理所見 原反執f.I!EJA.学. 39(1): 18-23，2011 
【2010】・堀江稔 :QT短縮症候群. E-手ぎのあゆみ 234(6):719-722，2010. ・堀江稔デスモゾーム病としての不整脈源性右室心筋症デスモゾーム分子遺伝
子異常.E-学のあゆみ 232:588・592，2010・堀江 稔 :遺伝性不整脈の診断と治療.IJ吉原Eのための綾渡嘉手診療'.13: 29-32，2010 ・堀江稔 ・遺伝性不整脈の診断と治療における iPS細胞利用の可能性.最新E学
65: 139・145，2010.・堀江稔. 運動中の心臓性突然死 . 成人の不整脈• I{，I重'&1.30(SuppI.2): 13幽24，2010・堀江稔:高血圧と不整脈 :高血圧治療によって不整脈発生の予防は可能か?Life 
Style Medicine. 4: 28-32，2010 
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- 堀江稔座談会冠動脈疾患の治療を考える :JSHガイドライン改正を受けて.
血圧. 17:35-40，2010 ・堀江稔:働き盛りの心臓突然死，QT延長症候群，抗うつ薬との関係:薬物性torsade
de pointes. 丈君万7~éi!i~tt. 34・20・25，2010・堀江稔・日本人の心房細動における治療戦略の最新状況• Trans BEAT 7: 12同14，
2010 ・芦原貴司 ， 堀江稔 : 学会レポート : 第 27 回日 本心電学会学術集会 • I/)害/%].30(5) 
432-439.2010 ・芦原貴司 :Editorial Comment :イ ベントレコーダーの費用対効果とその解釈 • I/)重
I!]. 30(3): 225-226， 2010 ・芦原貴司 :不整脈研究の最先端:コンビュータシミュレーションの不整脈研究への
応用. ~.手さのあゆみ 234(6): 644・651，2010・伊藤英樹，清水渉，林研至，山形研一郎，坂口知子，大野聖子，牧山武，赤
尾昌治，藍智彦，野田崇，宮崎文，宮本恵宏，山岸正和，鎌倉史郎，堀江稔.
先天性 QT 延長症候群の遺伝子診断 : 複数異変症例の検討• 1/)'fIt/FJ. 30(2) 195-199， 
2010 ・伊藤英樹，堀江稔:QTが長ければ QT延長症候群か?medicina. 47(1): 66・68，
2010 ・伊藤英樹，堀江稔 : 遺伝子異常と不整脈• !flf.灰と研究. 87(1): 98-101，2010 ・中津優子，芦原貴司，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤誠，堀江
稔:肺静脈隔離術後の心房細動再発検出における携帯型心電計の有用性. 心霊E
30(SuppI.1)‘71，2010 ・久松隆史，大久保孝義，堀江 稔， 三浦克之:日本人の脳卒中，心筋梗塞，腎臓病
に対するリスク因子の寄与度の違し、 :わが国の疫学研究から Mebio.27(10) 30・44，
2010 ・川|村美朋子，長岡伊織，道智賢市，西尾由貴子，伊藤英樹，木村紘美，宮本証，
7.K~畢有香，地藤優子，石田勝也，伊藤誠， 牧山 武，大野聖子，住友直方，小山
耕太郎，堀江 稔 :カテコラミン誘発性多形性心室頻拍を疑う患者における遺伝子
変異の検討:心筋リアノジン受容体について 心書1lf.30・298-305，2010・宇随弘泰，平井忠和，蔦本尚慶，李鍾大，池本正生，堀江稔，藤田正俊:高血
圧治療薬としてのアンジオテンシン I受容体措抗薬とカルシウム措抗薬の血管炎
症および酸化ストレスに及ぼす影響• Progress的f¥，俗dicine.30(2): 169( 469)-172( 472)， 
2010 ・蒔田直昌，住友直方フ関 明子，渡部裕ヲ福原茂朋，牧山武，堀江稔，萩原誠
久，望月直樹，Jean-Jacques Schott :家族性心臓伝導障害に同定された connexin40遺
伝子 GJA5 変異の機能異常• 1/)'fIt/FJ. 30: 267，2010 ・中沢一雄，原口亮，芦原貴司，難波経豊，戸田直，山口豪，井尻敬，高山
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -tt .. n.~jE理長ヨ._.
健志，五十嵐健夫，倉智嘉久，池田隆徳:心臓モデリングとコンビュータシミュレ
ーションが導く不整脈研究の世界. 心臓， 42(SupplA): 208-215，2010 
・ 牧山武，静田聡，赤尾昌治，木村岡IJ，堀江稔:家族性ベースメーカー植込
み症例における遺伝的背景の検討 心臓 Na+チャネノレ病， LaminAiC遺伝子関連心
筋症 • I/) 'lIf/EJ. 30(2): 200-208， 2010 
【2009】
・ 堀江稔:Andersen症候群. カレシ外テラど一.27: 458-459， 2009 
・堀江 稔:Jervelllange Nielsen. IJ'!A符診療'. 72: 215， 2009 
・ 堀江稔:QT延長症候群.小沼符. 50(7): 1083-1087，2009 
・ 堀江稔:Romano-Ward症候群 I/'!A符診療 72:221，2009
・ 堀江稔:TOP : 不整脈研究の流れ• 810 αinica. 24: 405，2009 
・ 堀江稔:アップストリーム治療.診断t泣療 97:1022-1027，2009 
・ 堀江稔:遺伝性不整脈• Heart View. 13(9): 47-51， 2009 
・ 堀江稔致死性不整脈に関する遺伝子研究の現状 不整府 News&Views. 8-10ヲ
2009 
・ 堀江稔.不整脈研究の流れ• 810 Clinica. 310・405，2009
・ 堀江稔:薬剤性 QT 延長症候群 • ICU e CCU. 33: 19-24，2009 
・ 堀江稔:薬剤性QT延長症候群. 綾震'1#.65(6): 546-550，2009 
・ 蔦本尚慶:ACE阻害薬，ARB と心不全バイオマーカーの関連 • Heart View. 13: 
659-666. 2009 
・ 中江一郎，松本鉄也，堀江稔・動脈硬化指標と しての AugmentationlndexとPulse
Wave Velocity の意義:左室機能との関連• Therapeutic Res. 30: 1938・1941，2009
・ 林 秀樹 :心室細動に関与する細胞内カノレシウム動態 • 1/)'lIf/EJ. 29(3): 219-225， 2009 
・ 城日加里，芦原貴司，八尾武憲，伊藤英樹，中津優子，北川直孝，杉本喜久，蔦本
尚慶，伊藤誠，堀江 稔 .当院における致死的不整脈と心房細動に対するアミオ
ダロンの使用状況:低用量アミオダロンの有用性について • Progress in Medicine 
29(Suppl.1): 703-707，2009 
・ 城日加里，芦原貴司，八尾武憲，伊藤英樹，中揮優子，北川直孝，杉本喜久，蔦本
尚慶，伊藤 誠，堀江稔:当院における致死的不整脈と心房細動に対するアミオ
ダロンの使用状況:低用量アミオダロンの有用性について.第13@ア$:rダロシ
研究会諸定案. 115・119，2009
・ 芦原貴司 :心筋症に伴う不整脈薬物療法:アミオダロン療法を中心に.輝度諜符
65(3): 309-318，2009 
・ 芦原貴司 :致死的不整脈のinsilico 研究 :心臓電気生理の理解を深めるために • flf 
対t研究. 86(6): 803・809，2009
・ 八尾武憲 : デバイスの大きさを考慮、していますか?本体サイズの重要性• New 
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Heartopics. 2: 1・4，2009・中川晋一， 八尾武憲:虚血性心疾患に対するライフログの可能性.清野忽JA7.50(7) 
633-636. 2009 ・西尾由貴子，堀江稔 QT延長の潜在的危険性の予知:遺伝子多型:KCNE1・D85N.
結J;9.草月'E. 17(2): 237・242ヲ2009・荒船龍彦，佐久間一郎，柴田仁太郎，芦原貴司，中沢一雄，本荘晴朗，神谷香一郎，
児玉逸雄 :光学計測を用いた低温除細動における仮想、電極誘発興奮伝播現象の解析.
!t俳E工学 47:514-521，2009. ・鈴木慎悟，芦原貴司，原口 亮，津元国親，村上慎吾，倉智嘉久，中沢一雄 :クレ
フト電位仮説に基づいた貫壁性心室較差の再現.信手き正言語'1.108(479): 83-88，2009. ・本荘晴明，山崎正俊，石黒有子，神谷香一郎，佐久間一郎，芦原貴司，堀江稔，児
玉逸雄:Optical mappingによる spiralwave の解析 • I/Yl/F/. 29(3): 231・235，2009
【2008】・堀江稔3 奥村謙 .不整脈予防における ARB，ACE阻害薬とアルドステロン措抗
薬• I/Yl/F/. 28(1): 5，2008 ・堀江稔 :Editorial 特集にあたって • flf.原研修プラクティス 5(9):5， 2008 ・堀江稔・LlFE研究の重要なサブ解析:Cornell 積と 心不全入院 リ スク • The Mainichi 
Medical Joumal. 4(3): 193，2008. ・堀江稔 :QT 延長症候群の関連遺伝子をわが国で初めて同定• Medical Tribune. 
Circulafion Today 87，2008. ・堀江 稔.これだけはやっておきたい診察と検査 厳正実研修プラクティス 5(9)ふ12，
2008 ・堀江稔 シンポジウム 5:突発性心室細動の病態と治療の新展開.第72@B*
循環器学会総会・学f詩集会ニュースフラッシュ No.2，200:、・堀江稔 :ニュースレター-第26回日本心電学会学術集会 ・第 24回日本不整脈学
会学術大会合同学術集会 JArrhyfhm. 24: 1，2008 ・堀江稔:企画にあたって • Heart View 12: 1028-1029，2008 ・堀江稔・座談会:心房細動の薬物治療:Clasic and Innovative. f.J¥子心血管府:10(9) 
431-439，2008 ・堀江稔:循環器疾患の遺伝子学.最新E学. 63: 1814-1826，2008 ・堀江稔・心電学マイノレス トー ン 心i/i@. 28(1): 80，2008 ・堀江稔:心房細動は遺伝するのか?反パ薪e!t/tfa'.貨滞:38(10)・1180-1182，2008・堀江稔:第 13 回 日本心電学会学術奨励賞総評 • 1{，Ii/i@. 28(6): 606，2008 ・堀江稔 第 72回日本循環器学会 ・学術集会緊急レポート :New findings of 
mechanism and therapeutic strategies of idiopathic ventricular fibrillation. ~.手ぎのあゆみ.
225(4): 328-329，2008 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 園長ョ・.~.ru・臨司・嗣・庭園.
- 堀江稔:動障がする • fnt反研修プラクティス. 5(6): 33・38，2008.・堀江稔不整脈の遺伝子診断の歴史と変遷.心臓 40(12):1055-1059，2008 ・伊藤誠，稲垣菊代，芦原貴司，中津優子，城日加里，伊藤英樹，八尾武憲，杉本
喜久，坂口知子，岡 優子，堀江稔:家庭用心電計による不整脈の検出:非電送
携帯型心電計による検討 心'/K@.28(1): 21-22， 2008 ・伊藤誠:循環器疾患の遺伝子学• fnt反遺伝子学2008.63: 1814-1826，2008 ・伊藤誠 :植込み型除細動器 ・ ペースメーカによる致死性不整脈の治療• Heart View. 
12(9): 106-109， 2008 ・伊藤誠:心房細動の治療.a賞E大ニュース TOPICS. 47，2008. ・蔦本尚慶，堀江 稔:採血でどこまでわかるか. か6だ、の符学'.258: 48-54，2008 ・蔦本尚慶，堀江稔 :心不全のバイオマーカー :心腎相関./K学のあゆみ.224(5): 
318-325，2008 ・蔦本尚慶，林優，田中俊成，西山敬三，山本孝，山路正之，藤井応理，伊藤誠，
堀江 稔:アノレドステロン措抗薬と 心室リモデリング• ID重'@.28( 1): 22-31， 2008 ・松本鉄也，中野恭幸， 堀江稔.全身疾患としての COPD 心血管疾患 • a;tJ!(ij却瀦ー
反 67(12):1000-1009，2008 ・松本鉄也，堀江 稔 :冠動脈疾患における凝固 ・線溶系と RAS. Angiotensin 
Research. 5(2)ふ12，2008・松本鉄也， 堀江稔 :胸痛症候群の鑑別診断• IDI!il. 40(7): 596・599，2008・環慎二.高血圧緊急症の診断と治療の実際 • fnt反研修プラクティス 5(9):13-17， 
2008. ・中江一郎，松尾信郎，松本鉄也，三ツ浪健一，堀江稔定量的心拍同期心筋 SPECT
を用 いた心疾患患者の新機能評価. 心機能と baPWV との関連の検討 • Arterial 
Stiffness. 14: 106-107， 2008 ・芦原貴司，中津優子，稲垣菊代，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤
誠，堀江稔，桝野みどり，金光陽子，楠本和也，山本則仁，津田方己:肺静脈隔
離術後患者の心房細動再発の検出における携帯型心電計の有用性.ID害'@.28(1): 77， 
2008 ・芦原貴司，八尾武憲，原口 亮，中沢一雄，藤堂貴弘，難波経豊，池田隆徳，伊藤
誠，堀江 稔 :ヒト慢性心房細動に対するマルチチャネノレ遮断薬の効果に関する tn
silco研究生俳E工学 46224-225， 2008. ・芦原貴司，八尾武憲， 中津優子，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤誠，堀江
稔、，原口 亮，中沢一雄，難波経豊，池田隆徳 -心房筋リモデリングを考慮、したヒ
ト心房細動 insilico モデルにおけるアミオダロンの短期作用と長期作用 • progress 
in Medicine. 28(Suppl.l): 562・567，2008.・芦原貴司 :Editorial Comment :携帯型心電計のさらなる普及へ向けて.ID害'@.28(3)ー
233-234，2008 
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- 芦原貴司:心不全管理の重要性を知る.舟符. 102(6): 452-458， 2008. 
・ 芦原貴司 : 臨床応用を見据えた心臓不整脈のシミュレーション • Medical Imaging 
Technology. 26(2): 93四98，2008
・ 伊藤英樹，岡 優子，堀江稔 :薬剤性 QT延長症候群の遺伝子異常と分子病態.
結Z言葬草f'J~. 16(2): 227， 2008 
・ 伊藤英樹，宮本証，牧山武，赤尾昌治，堀江稔:QT延長症候群の遺伝子変
異• Heart View. 12(9): 84-88，2008. 
・ 中津優子，伊藤誠，堀江稔 :心房細動のアップス トリーム治療:RA系以外の
作用薬(スタチン，抗酸化ビタミンなど).天井子心血管原:%//府.9(5) 481-487， 2008 
・ 八尾武憲 心房細動患者の約 30%に高血圧症を合併する./}J吉原研修プラクディス
5(9): 54・57，2008
・ 大野聖子，堀江稔:QT 延長症候群の治療 • JIM 18: 764-767，2008 
・ 原口 亮，芦原貴司，藤堂貴弘，難波経豊，村上慎吾，倉智嘉久，中沢一雄 3次
元心室壁モデ、/レにおけるスパイラノレリエントリーの insilicoフィラメント動態解
析 致死的不整脈防御機構としての心室較差の電気生理学的意義.!t財E工学.
46(6): 660-666，2008 
・ 原口 亮，芦原貴司，八尾武憲，藤堂貴弘，難波経豊，村上慎吾，倉智嘉久，中沢
一雄 :頻脈性不整脈の興奮伝播ダイナミクスにおける心室較差の役割 全戸数E工学.
46:480・481，2008.
・ 戸田 直，芦原貴司，渡辺淳，白土邦男，池田隆徳，中沢一雄:コンピュータシ
ミュレーションを用いた心室細動のcriticalmas仮説の解析.心tl@.28件):263-272， 
2008 
・ 後藤萌，山口喬弘，佐久間一郎，荒船龍彦，柴田仁太郎，芦原貴司，本荘晴朗，
神谷香一郎，児玉逸雄 :光学計測を用いた仮想電極分極現象誘発 SpiralReentryの
解析. ご主体.~.I学'. 46: 349，2008 
・ 荒船龍彦， 山口喬弘，佐久間一郎，柴田仁太郎，芦原貴司，中沢一雄，本荘晴朗，
神谷香一郎，児玉逸雄光学マッピングを用いた冷却心筋における通電刺激誘発仮
想電極分極現象の解析.!t俳E工学 46:280-281， 2008 
・ 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，東将1告，稲田紘，倉智
嘉久，中沢一雄 :フィラメン トの挙動から見たスパイラルリエン トリーの持続性の
判定に関する研究 生俳E工学.46: 485-486ラ2008
【2007】
・ 堀江稔 :Jervel and Lange-Nielsen 症候群• B.:<t/Jlf.庶 :%1/f1J. 4: 205-208，2007 
・ 堀江稔 :RAS が電気生理学的特性と線維化に与える影響• t{}房溜身.98-105，2007 
・ 堀江稔:Romano-Ward 症候群 . B求原皮 • %1/f1J. 4 230緬233，2007
・ 堀江稔 : 家族性心房細動を識る • Heart View. 1: 84-86，2007. 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -E長ョ・E信薗・I!lj.臨司・措置信置.
- 堀江 稔:心房リモデリングの予防と改善は可能か.8ポ月符学会指t.96(9) 
109-111， 2007 ・堀江稔:先天性 QT 延長症候群 • Long QT Syndrome 1-6，2007， ・堀江稔-不整脈研究の最新動向. /K学の歩み :g!J府 (編集)，2007 ・堀江稔 : 薬剤性 QT 延長症候群• Long QT Syndrome， 1-6，2007 ・蔦本尚慶，田中俊成，西山敬三，酒井宏，山本 孝，藤井応理，堀江稔 -パイ
オマーカーとしてのナ トリウム利尿ペプチド (BNP，N端-proBNP) と腎機能.長IJi
E学'.62(9): 141(1967)司147(1973)，2007，・蔦本尚慶，堀江稔:ANP，BNP をどう使い，どう活かすか• Heat View. 9(11): 124-129， 
2007 ・蔦本尚慶，堀江稔:BNP濃度測定の意義 :重症度病態把握， 治療効果判定.8
平tij害対ー 65(4): 417-425，2007 ・蔦本尚慶，堀江 稔 :慢性心不全の検査. クゲニカノLプラクティス.26(1): 16-23， 
2007 ・蔦本尚慶:最新の臨床研究から循環器バイオマーカーと しての NT-proBNPの位置
付けを考える • Medical Tribune， 40: 60-61， 2007 ・松本鉄也，藤田正俊，樽谷康弘，山根哲信，高島弘行，中江一郎，堀江稔:全身
の周期的加速運動の血管内皮機能に対する効果. 心臓 39(11):986-990，2007 
• Tamaki S， Nakamura Y， Yoshino T， Matsumoto Y， Takayama T， Tarutani Y， Okabayashi T， 
Kawashima T， Horie M: Change of medication to candesartan from valsartan is effective 
for patients with morning hypertension (ATOM-Convert C Study)-Candesartan is 
e町民tivefor morning hypert巴nSlvepatlents-，薬理と治療 35(4)373-377，2007， ・環慎二，寺村真範，酒井宏，高山智行，岡林旅人，川嶋剛史，堀江稔高血
圧患者における早朝高血圧とメタボリツクシンドロームとの関連.公立伊賀婿;信tfi!
要.10: 1-5，2007 ・中江一郎，松尾信郎，松本鉄也，堀江 稔:高血圧患者における梼骨動脈脈波
Augment山 onlndex測定の意義 TherapeuticRes， 28(9): 1785-1787， 2007 ・松尾信郎，中江一郎，高島弘行，堀江稔:マルチスライス CTによる非侵襲的冠
動脈プラークの評価. 緩若葉昇平.62(4): 393-399，2007 ・芦原貴司，中津優子， 八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤誠，堀江
稔 .肺静脈隔離術後における心房細動再発と自覚症状:携帯型心電計による検討.
I/)重厚 27(4):307・316，2007・芦原貴司，八尾武憲，伊藤誠，堀江稔，難波経豊，原口 亮，中沢一雄，池田
隆徳:Microvolt T Wave Alternansが反映する心室性不整脈発生基質:コンビュータ
シミュレーションによる基礎的検討 心臓~ 39(Suppl.1) 14-19ヲ2007，・芦原貴司: 心電図所見の記載のポイント • Lノジデ二/介/ーム 9(3):392-398，2007 ・芦原貴司:不整脈研究の最先端:生体シミュレーションの不整脈研究への応用./K
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学のあゆみ :再刊:25-31もユ∞)7.
・ 芦原貴司:不整脈治療の種類とそれぞれの意義について • !fli-席者護.33(8):192-1199， 
2007. 
・ 伊藤英樹，牧山武，辻啓子，坂口知子，長岡伊織，岡優子，芦原貴司，伊藤
誠，大野聖子，赤尾昌治，堀江 稔:チャネノレ病の修飾因子:総論 • 1/)1Ji!. 39 576-579， 
2007. 
・ 中津優子，芦原貴司，稲垣菊代，八尾武憲，城日加里，伊藤英樹，杉本喜久，伊藤
誠，堀江 稔.肺静脈隔離術後患者における心房細動の早期再発パターンと自覚症
状:イベント心電図による検討 I/)害'/I!]. 27(6): 657-659，2007 
・ 坂口知子，堀江稔 :QT延長症候群(先天性，後天性).!fi.反訴査.51(7) 764-768， 
2007 
・ 三羽邦久，三ツ浪健一，吉田章，中江出，松本鉄也，神田宏，猪飼亜希子，
藤田正俊 スタチンの横紋筋に及ぼす影響の薬剤による差異 診療と野菜~ 44(9) 
1046-1050，2007 
・松浦 博， Zankov DP，尾松万里子，磯野高敬，豊田太，丁維光， 堀江稔.
心房筋細胞における ATl受容体を介した緩徐活性型遅延整流性K+電流(IKs)の増大
と活動電位の短縮:心房細動治療における ATl受容体遮断薬の有効性との関連.心
意'/I!]. 27(2): 145・153，2007
・ 鷹野誠，倉富 忍，堀江稔，斉藤能彦，桑原宏一郎.心臓イオンチャネノレ遺伝
子の転写制御機構:エピジェネティックスと機能分化• I/) 'l!t/I!]. 27(SuppL3): 15・28，
2007. 
・ 中沢一雄，原口 亮，内藤博昭3 清水渉，東将?告，芦原貴司，難波経豊，八尾
武憲，池田隆徳:スーパーコンビュータ上の仮想心臓モデ、/レによる心室細動発生機
構の検討• I/) 'l!t/I!J. 27(2) 129・139，2007
・ 藤堂貴弘，原口 亮，難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，東将浩，稲田紘，中沢
一雄・フィラメン トの挙動に基づくスパイラノレリエントリの持続および消滅の判定
についての検討.倉学度19.1 07(409): 13・16，2007
・ 難波経豊，藤堂貴弘，八尾武憲，芦原貴司，原口 亮，中沢一雄，池田隆徳，大江
透:右室心外膜の局所遅延伝導が心電図の右側胸部誘導に及ぼす影響 :シミュレー
ションによる検討. 心臓，39(Suppl.l): 57-61，2007 
・ 牧山武，赤尾昌治，伊藤英樹，堀江稔:Brugada症候群と遺伝子病 :Brugada 
症候群と QT 延長症候群など他の遺伝子病との関連について • Heart View 1(2) 
54-61，2007. 
【2006】・堀江 稔，伊藤英樹 :遺伝性不整脈のゲノム解析./E手さのあゆみ 218(14)。
1361-1365.2006 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 -~'i1園前墨田咽闘E量震E・
- 堀江稔 :Brugada 症候群 • Heart View. 10(5): 568-573， 2006 ・堀江稔 :Brugada 症候群 : 基礎と 臨床 • 810 Clinica. 21 (8): 736・742，2006・堀江稔:QT 延長 ・ 短縮症候群• /flj;鮮と研究'.83(4): 603・605，2006 第 57回福岡
不整脈同好会(2005.10.22福岡)・堀江稔 : 遺伝子異常が疑われるとき • Medical Practice. 23(5): 823-824，2006 ・堀江稔 : 遺伝性不整脈疾患 : その診断と治療 • Cefiro. 3: 75・78，2006・堀江稔: 心房細動を巡る最近の話題. 大居所~Ói/Ï~tt.. 9(3)・110・114，2006 イブ
ニングセミナー(2006.01.14大津)・堀江稔 :先天性 ・後天性 QT延長症候群 up-to-date. Mebio. 23(8): 116・126，2006・堀江稔 :不整脈における遺伝子診断 ・診療.綾震諒梓. 60(3): 229-234， 2006 ・堀江稔:不整脈の診断と治療:最近のトピックス B-*月符学会諸説 95(3)
520・523，2006・堀江稔:不整脈研究の最新動向./K学のあゆみ 217(6):599，2006 ・堀江稔:不整脈診断と治療:最近のトピックス.B衣沖符学会話t.95(3): 108・111，
2006 ・堀江稔 :薬剤性 QT延長症候群における遺伝子背景 心臓'. 38・16・20，2006・伊藤誠，小津友哉，芦原貴司，八尾武憲，堀江稔，杉本喜久，八木崇文・三尖
弁輪と His東部直近との2カ所の起源を有し頻拍時に心房波に先行する Prepotential
を認めたATP感受性心房頻拍の l例.Aす灰心厳重奈生IA29: 115・123，2006・伊藤誠 :ICD 治療の現状• Modern Physician. 26(10): 1625圃1631，2006・伊藤 誠:心室頻拍 ・心室細動・心臓突然死に対するデ‘パイス治療 E学のあゆみ
217(6): 732-740，2006 ・蔦本尚慶， 佐藤幸人: 心不全の診断 : 生化学マーカーを利用する • Medical Tribune 
6(22): 80-82，2006 ・蔦本尚慶，石川千登世，酒井宏，田中俊成，藤井応理，堀江稔 :重症心不全の
治療の進歩:ナトリウム利尿ペプチドを用いた診断と治療 • ICU ~ CCu. 30(10) 
669-677.2006. ・蔦本尚慶，堀江稔 ANPファミ リー の新しい展開:ANPファミリ ー測定の臨床
的意義• Heart View. 10: 416-423， 2006 ・蔦本尚慶， 堀江稔 : CRT : 心不全治療に活かす左室機能改善の機序• Heart View 
10(9): 50-55，2006 ・蔦本尚慶，堀江稔 .検査値から診る :BNP の血中濃度測定 綾J~plus. Medical 
Tribune. 6(10): 10・12，2006.・蔦本尚慶， 堀江稔:慢性心不全の生化学診断• Cardiac Practice. 17(2)・143・150，
2006 ・蔦本尚慶，林優，堀江稔 :心臓とアノレドステロン.治、&'/fli，反 55(6):1725-1727， 
2006 
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- 蔦本尚慶，林 優，堀江 稔:新薬の評価 カンデサノレタン ・シレキセチノレ クヅ
ニカノLプラクティス.25: 143-144，2006 ・蔦本尚慶:Carvedilolとs1選択性遮断薬の比較 CardiologyFronfier 5: 18・20，2006・蔦本尚慶:高血圧患者における τCCB のアルドステロンに対する作用 • Medical 
Tribune.7ο7): 63-66， 2006 ・蔦本尚慶 .慢性心不全 (CHF) の治療 座談会:レニン ・アンジオテンシン ・アル
ドステロン系の抑制 • BitEメディカノル. 6: 87-90，2006 ・環慎二，吉野知秀，松本祐一，樽谷康広，岡林旅人，川|嶋剛史，堀江稔 :JSH2004 
発表後の早朝高血圧の現状.公立与E宣揚綜f.i!要.9: 19・24，2006・環慎二， 中村保幸，堀江稔，木之下正彦，岩井直温 ルadducin 遺伝子 • B* 
臨床増刊号 :高血圧第3版(上:): V研究動向.3鵠-352、2006.・松尾信郎，堀江稔:高脂血症患者におけるスタチン治療による動脈硬化度への効
果・滋賀プラパスタチン動脈硬化研究 ArterialSfiffness. 9・64-65，2006・芦原貴司，難波経豊，中沢一雄:Point of View :細胞外刺激による心筋反応のパイ
ドメ イ ンモデルシミュレーションーベーシング刺激から電気的除細動まで • I/Yll&l 
26: 175-182.2006 ・芦原貴司:生体シミュレーションの不整脈研究への応用.E学のあゆみ 217(6)・
623-628. 2006 ・伊藤英樹，坂口知子，辻啓子，岡優子，中津優子，八尾武憲，城日加里，長岡
伊織，芦原貴司，伊藤誠，堀江稔 :心筋Naチャネルの抗不整脈薬結合関連部
位に遺伝子変異を認めた Brugada症候群の薬剤負荷試験と抗不整脈治療.心臓.
38(9): 979ω980，2006 ・伊藤英樹，堀江稔 :不整脈と原因遺伝子.B求舟梓学会推't.95 1・16，2006・原口 亮，五十嵐健夫，大和田茂，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，藤堂貴弘，池
田隆徳，中沢一雄:患者個別の特性を反映させた致死性不整脈発生危険予測シミュ
レーションのための技術開発.IA嘉手清野学道念式会議文集 26(Suppり635-636，2006 ・蒔田直昌，渡辺一郎，住友直方，野上昭彦，清水 渉，川村祐一郎， 堀江稔，筒
井裕之:Brugada 症候群とその類縁疾患における遺伝子異常 • 1/)'lIlI!' 26(SuppIA): 5-9， 
2006 ・松井圭司，長岡伊織，堀江 稔:熱変性高速液体クロマトグラフィ法を用いたリア
ノジン受容体遺伝子変異のスク リー ニング.心臓， 38(5): 533-535，2006 ・藤井応理，蔦本尚慶，堀江稔:循環器薬の使い方一急性心不全• medicina. 43(9) 
1460-1466， 2006. ・藤堂貴弘，原口 亮，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，永田啓，東将浩，稲田
紘， 中沢一雄・コンピュータシミュレーションによる不整脈発生危険予測システム
の開発の試み. 倉学長野~ 106(330): 5-8，2006 ・難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，原口 亮，中沢一雄，大江透，池田隆徳 :心房
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
循環器内科 .長ョ・.~.出・E司~~ヨE震E・
細動の興奮伝播に対するアミオダロンの急性効果:電極マッピングからランダムリ
エントリーを自動で可視化するアノレゴリズムの開発も含めて.五疲.;j診療.
26(Suppl.l): 1409・1413，2006
・ 陸建銀，西俊文，芦原貴司，シュナイダーナタリ ，ー 天野晃，松田哲也，小寺
秀俊，野間昭典:心室筋興奮到達時間の組織収縮力への影響:シミュレーションに
よる解析. ご主俳E工学 44(1):170-176， 2006. 
【2005】
・堀江稔:Bidir巴ctionalVT. Medical Practice. 22(3): 504，2005. 
・ 堀江稔 :torsades de pointes の病態 • 8*1.事務統 4247:122・123，2005
・ 堀江稔 イオンチャネノレと循環器疾患 • 11)厳~ 37(1): 83-86，2005 
・ 堀江稔イオンチャネノレ病と心臓突然死 綾凌罪符.58(5): 466-471， 2005 
・ 堀江稔:遺伝子多型. カレシ外テラどー. 23(3): 88・89，2005.
・ 堀江稔:遺伝性 QT 延長 ・ 短縮症候群• iliJf~学 60(10): 38-44ま2005
・ 堀江稔:心房細動と遺伝子異常.綾環護符.58(1): 51-54，2005 
・ 堀江稔:心房細動治療の組み立て:U pstream approachとdownstreamapproach. 
Heart View. 9(4): 445-447， 2005 
・ 堀江 稔:不整脈の背景:イオンチャネノレと活動電位 • Heart View. 9(12): 12-18，2005. 
・ 伊藤誠 :Brugada 症候群の管理• /it賞東~éÍ/Ï;愛車. 4: 25-32，2005 
・ 伊藤誠 : 基礎疾患と不整脈との関連性• medicina. 42(4): 572-575，2005 
・ 蔦本尚慶，堀江稔:心不全治療における BNP測定の役割.緯度第符 57:230-238， 
2005 
・ 蔦本尚慶，堀江稔: 心不全診断に必要な検査 :神経体液性因子測定の意義• Heart 
View. 9: 34-40，2005. 
・ 蔦本尚慶，堀江 稔:体液因子による心不全の評価.8求月押学会正昔話.94:221-227， 
2005. 
・ 蔦本尚慶，堀江稔:内科医に必要な栄養管理の知識:心不全. 診断t泣療.93 
1783-1787，2005 
・ 蔦本尚慶，林優，堀江稔 .アノレドステロンと心不全.ZF凌と綾震'.53: 1241-1249， 
2005 
・ 蔦本尚慶:ARBの慢性心不全治療に与えるインパク ト.8，{1E〆ディ方ノム 1:199-202， 
2005 
・ 蔦本尚慶:抗アノレドステロン薬の有用 • EBM REPORT Heart Failure. 8:11-13，2005 
・ 蔦本尚慶:心不全を伴う高血圧患者をどうするか. 綾度plus.5: 6・8，2005
・ 環慎二，) 1嶋剛史，柿木里枝，吉野知秀，松本祐一，樽谷康広，岡林旅人，坂部
秀明，堀江 稔 :早朝高血圧の患者でカンデ、サルタンに変薬することの有効性の検
討:ATOM研究より .公立与13j[;病原だ要. 8: 13-19，2005 
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- 高島弘行:薬剤溶出性ステントと心臓カテーテノレの適応.必至ぎ東Eei!:会務'.9: 25-27， 
2005. ・藤井応理，蔦本尚慶，堀江稔:各種疾患における HOTの適応と臨床効果:慢性
心不全における中枢性睡眠時無呼吸症候群(Cheyne-stokes呼吸)と在宅酸素療法.
B -*jt!ijf/I !fli.反 64(11):S72-S77， 2005 ・松尾信郎，松本鉄也，高島弘行，山根哲信，樽谷康弘，堀江稔 :血管内皮機能と
高血圧:冠動脈および上腕動脈の検討 TherapeuticRes. 26(7)ー1487-1491，2005. ・松尾信郎，堀江稔:マルチスライスCTによる心臓イメージングの現状.放射線
的w学:fit.61(9): 1351-1359，2005. ・松尾信郎，堀江稔 :循環器内科医から見たマルチスライス CTの有用性 :マルチ
スライス CT による心臓イメージングの現状• Digital Mθdicine. 5(4): 34-38，2005 ・芦原貴司，伊藤誠，堀江稔:内科診療最前線 2006:この 1年の動向を踏まえ
て:不整脈. 月符. 96(6): 989・998，2005・芦原貴司，池田隆徳 :心房細動発生の視覚化:シミュ レー ションで判ったこと.緋
t?i!flfJt次.54(8): 2155-2163，2005 ・芦原貴司，八尾武憲，小津友哉，伊藤誠，堀江稔・ 1nsilico cardiology. /(，I腸.
37(6)ー502-509，2005・芦原貴司，野間昭典.心電学におけるコンビュータシミュレーションの現状と将来.
心霊'/FI25(3): 203司204，2005・芦原貴司:スパイラノレ・ リエン トリ ーと頻拍・細動.カレ.ン外テラどー.23(3): 13・19，
2005 ・Zankov D，堀江稔，豊田 太，林維光，松浦博 :モノレモッ ト心筋細胞 1Ksチ
ャネノレ開口時におけるアミオダロンの急性効果• Progress in Medicine. 25(Suppl.l) 
1468-1471. 2005 ・原口 亮，五十嵐健夫，大和田茂，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，池田隆徳，杉
本喜久，永田 啓，中沢一雄:スケッチ風モデリングインタフェースを備えた心臓
不整脈シミュレータ.IA療停野手雪道t子大会議文集.25(Suppl.)ι 704・705，2005・小堀敦志，堀江稔:Andersen症候群から学ぶU波の成因./(，I巌.37(6):536-542，2005 ・松岡 達， 皿井信明，城日加里，野間昭典 :活動電位のシミュレーション (Kyoto
model) .心臓 37(6)486-493，2006 ・松本鉄也，堀江 稔 :国内ラボ紹介:世界をリードする医療人の育成をめざして :
滋賀医科大学呼吸循環器内科教室 天井子心血管蔚 6(3)・98(316)・103(321)，2005 ・松本鉄也:用語解説:組織型プラスミノーゲンアクチベーター.綾震#草月/K13(2) 
263，2005. 
・ 相j宰義房，井上博，大江透， 小川 聡，奥村謙，笹貫宏，加藤貴雄，鎌倉
史郎，古賀義則J， 原田研介，堀江稔，松崎益徳，三崎拓郎，三田村秀雄，山口 巌，
吉永正夫，池田隆徳，伊藤誠，江森哲朗，久賀圭介，児玉逸雄，佐々木真吾，y青
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水昭彦，清水 渉，住友直方，高月誠司，池主雅臣，新田 隆，庭野|真一，野原隆
司，藤木明，松田直樹， 宮本哲也，村川|裕二，鷲塚隆，杉本恒明，中津誠，
堀 正二 3 山口 徹:心臓突然死の余地と予防法のガイ ド ラ イン • Circ J 
69(Suppl.IV): 1209-1265，2005 
・ 中沢一雄，原口 亮，八尾武憲，永田 啓 3 杉本喜久，芦原貴司，高田雅弘，並川
寛和，岡田靖士，吉本幸平，古屋直美，仙田修司，植松義之，五十嵐健夫:手書き
文字の高度な認識 ・検索機能を備えた電子カルテのベン入力インタフェース.IA握手
清野学 25(2):81-86，2005 ・難波経豊，八尾武憲，原口 亮，池田隆徳，中沢一雄，大江透心臓不整脈のコ
ンビュータシミュレーション.心臓， 37(6) 494-501，2005. ・八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，原口 亮，中沢一雄，池田隆徳:多電極マッピン
グ可視化アルゴ、リズムの開発による心臓不整脈現象の解析:迅速かつ高い客観性で
心筋の興奮伝播を自動的に描出する. 倉学'1.19.104(644): 5-8，2005. 
【20041 ・堀江稔:薬剤による心電図変化 : 遺伝子異常の関与• I/) iIt/J!J. 24(SuppLl): 64-68， 
2004. ・堀江稔 :QT 延長症候群の原因遺伝子と治療の選択• Medical Practice. 21 (9) 
1500-1501. 2004 ・堀江稔:遺伝子異常による致死性不整脈の成因 • Therapeutic Res. 25(1): 3・37，
2004 ・堀江稔遺伝性不整脈と心臓突然死 綾震葬符 55(4):305-307，2004. ・堀江稔・心臓突然死予防への新しい strategy:先天性 ・後天性 QT延長症候群.
心臓'. 36(3): 183-189，2004 ・堀江稔:心房細動の病態と治療.大虐所Eéi!i~t，t.. 27(310): 12-18，2004 ・堀江稔:不整脈をめぐる最近のト ピックス :第21回滋賀医学会総会 (2004.10.19
大津). 必至'f~.学 26: 1・6，2004・伊藤誠:内科系のクリニカルパス : カテーテルアプレーション • Heart nursing . 
20041Ftズノ季草子1J.227: 154-163，2004 
• Tsutamoto T: Mineralocorticoid receptor antagonist spironolacton巴 improves left 
ventricular remodeling in patients with congestive heart failure and acute myocardial 
infarction. Nippon Yakurigaku Zasshi. 124: 90-100，2004 ・蔦本尚慶，堀江稔:BNP をどのように利用するか• medicina. 41(11)・1832・1835，
2004 ・蔦本尚慶，堀江稔:BNP 測定における心不全患者の管理 • PIJII!&ζ1: fIi賓.52(2) 
185-189.2004 ・蔦本尚慶，堀江稔:Brain Natriur巴ticPeptide. &.吉灰病理， 52: 655-668， 2004. 
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- 蔦本尚慶，堀江稔:エプレレノン• Cardiovascular Med $urg. 16(4) 83-89，2004 ・蔦本尚慶，林優，石川千登世，前田圭子，酒井宏，大野慶人， 和田厚幸，堀江
稔:抗アルドステロン薬の有用性.続渡御IJ/l.25(1): 10-17，2004 ・蔦本尚慶:HANPの心筋保護作用. 綾凌若f:/.55(1): 94，2004. ・蔦本尚慶 : アルドステロンと 心室リモデ リング . B薬~tt. 124: 90-100，2004 ・蔦本尚慶 :心不全と神経体液性因子.心臓 36(1):56-60， 2004 ・松本鉄也， 高島弘行，大平直人， 山根哲信，安田 洋，樽谷康弘，松尾信郎，堀江
稔:高血圧患者におけるアンジオテンシン変換酵素阻害薬とアンジオテンシン・受
容体桔抗薬の冠血管内皮機能改善作用 • Therapeutic Res. 25(8): 1634-1638，2004 ・和田厚幸，堀江稔 心電図でみる胸痛(不整脈を含む)./Jn't.灰研究プラクティス
1(6): 22-30， 2004 ・環慎二，大西正人，森本 聡，堀江稔本態性高血圧症患者における早朝，外
来，夜間血圧調査 :ATOM研究薬'Jf!e: ;:診療.32(8) 481-486，2004 ・環慎二，大平直人，岡林旅人，川嶋剛史，堀江 稔，中村保幸 :HOMA指数よ
り求めたインスリン抵抗性と冠動脈の重症度との関連 公立伊賀婿源配要.7: 23-28， 
2004 ・環慎二，中村保幸， 堀江稔， 木之下正彦， 岩井直温 :α- adducin 遺伝子 • B* 
原灰 62(3):108・111，2004.・原口 亮，五十嵐健夫，大和田茂，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，池田隆徳，杉
本喜久，永田 啓，中沢一雄 :スケマティックな 3次元形状モデリングインタフェ
ースを備えた心臓電気生理現象シミュレータ. 倉学1.1再V.104(179): 17-20， 2004 ・原口 亮，五十嵐健夫，大和田茂，八尾武憲，難波経豊，芦原貴司，池田隆徳，杉
本喜久，永田 啓，中沢一雄 :治療戦略決定や患者説明への応用を目指した心臓不
整脈病態シミュレーション環境の開発.IA療停車F学 24(Suppl):818-819，2004 ・小堀敦志，堀江 稔:チャネノレ病の遺伝子異常 • Heart View. 8(1): 74明78，2004・竹中琴重， 小堀敦志，二宮智紀，牧山 武，大野聖子，堀江稔:一般診療での
QT延長の診断と治療方針. 飯原E学'.30(1): 92-97，2004 ・中沢一雄，原口 亮3 芦原貴司，八尾武憲，難波経豊， 池田隆徳，鈴木亨，稲垣
正司，杉町勝，五十嵐健夫 :Virtual Heart :スーパーコンピュータでつくった仮想、
心臓:心臓電気現象の包括的シミュ レー タ.綾療事薪研究の進歩.25(1): 60-70，2004 ・中沢一雄，原口 亮，八尾武憲，永田 啓，杉本喜久，芦原貴司，高田雅弘，並川|
寛和，岡田靖士，吉本幸平，古屋直美， 仙田修司，植松義之，五十嵐健夫:手書き
文字の高度な認識 ・検索機能を備えたペン入力インタフェース. /X.嘉手清野学
24(Suppl): 542-543，2004 
【2003】・堀江 稔 Brugada 症候群とナ ト リワム ・ チャネノレ遺伝子異常 • I/)!R. 35(6): 459-464， 
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2003 ・堀江稔 :QT延長症候群と遺伝子異常.不壁新2003Medical Topics Series. 71-79， 
2003 ・堀江稔 : 循環器疾患における遺伝子解析• Cardiac Practice. 14(2): 45-49， 2003 ・堀江 稔 : 不整脈と心筋イオンチャネノレ QT 延長症候群の分子基盤 • Molecular 
Medicine. 40(7) 802-808， 2003 ・堀江稔:薬物誘発性 QT延長症候群:遺伝的要因を含めた，号、者背景.B薬草誌
121: 401-407. 2003 ・中村保幸，吉田道明，喜多義邦，上島弘嗣，木之下正彦:我が国における虚血性心
、疾患の虫洋.日本臨床抗:719-725， 2(もも)3.・中村保幸，木之下正彦 : 日本人虚血性心疾患危険因子の経年変遷• B:<t!flf.反. 61 
726-731. 2003 ・中村保幸 :硝酸薬大規模臨床治験 J[l凍害訴. 9: 158-160，2003 ・中村保幸 : 二次予防のガイドライン ，n~\&fflt.反 52 : 1452-1458，2003 ・伊藤誠.心房細動の再発における心房サイズおよび電気生理学的特性の関与 手
成昨年産厚生労働省循環器病研究委託費による研究報告集鳴ら，2003.・蔦本尚慶，前田圭子，馬挟IJ尚子，筒井崇，石井千登世，大野慶人，藤井応理，松本
武洋，山本孝，高山智行，和田厚幸，大西正人，林優，木之下正彦 :心不全の
予後予測因子 :hANP 投与の影響• /)jif. 35(1): 62-64，2003 ・蔦本尚慶3堀江稔:液性因子測定の意義:BNPの意義と限界.月符.91(3): 444-448， 
2003 ・蔦本尚慶，堀江 稔:抗アルドステロン薬になにを期待するか:心臓はアルドステ
ロンの標的臓器である.!K手ぎのあゆみ 206(10):741-747，2003 ・蔦本尚慶，堀江稔:心不全の生化学診断 :BNP を中心に • B:<t!flf.反~ 61(5): 782-788， 
2003. ・蔦本尚慶，堀江稔 :心不全診療の最前線.心不全の生化学指標.第122@B:<t!K
学会シンポジウム記録集.久もろ1ユ∞3・蔦本尚慶:慢性心不全における心筋酸化ストレスの臨床的意義 李成 14字度原生
省循環器痛研究報告集 7，2(もむ・薬袋一夫3 松本鉄也，堀江元，横浜洋，高島弘行，大平直人，高橋正行，中村
保幸，木之下正彦:ヒ卜の冠循環におけるブラジキニンの作用.語手渡'H梓. 53(4) 
327-333.2003 ・松尾信郎，中村保幸，松本鉄也，中江一郎，永谷幸裕，高楼竜太郎，高橋雅士，村
田喜代史，堀江 稔:マルチスライス CTによる冠動脈病変評価における有用性の
検討 tJI1言';S符.54(5): 428-432，2003 ・芦原貴司，中沢一雄 ・システム生命工学からみた血管病態 :不整脈モデル.3ゲ子心
血管薪~ 4(5): 493-504， 2003 
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- 芦原貴司:海外研究室便り:心臓電気生理の新しい形を求めて • 1{，1重@.23(6) 
647-651，2003 ・高山智行，和田厚幸，大西正人，藤井応理，松本武洋，山本孝，道家智博，蔦本
尚慶・3 堀江 稔 :ピタパスタチンによる心不全の左室拡張能及び血管内皮機能の改
善• Therapeutic Res. 24(8): 1465-1472，2003 ・難波経豊，八尾武憲，芦原貴司，池田隆徳，中沢一雄:心臓不整脈におけるコンビ
ュータ ・シミュレーション. シミュレーショシ. 22(3): 166-173，2003 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
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【2012】
• Horie M， Nakazawa Y， Ito Mヲ OzawaT: Prolonged ventricular asystole and acquired 
Brugada syndrome Intern Med. 51 (13): 1799，2012 
• Kaneshiro T， Naruse Y， Nogami A， Tada H， Yoshida K， Sekiguchi Y， Murakoshi N， Kato Y， 
Horigom巴 H，Kawamura恥1，Horie M， Aonuma K: Successful catheter ablation of 
bidirectional ventricular premature contractions triggering ventricular fibrillation in 
catecholaminergic polymorphic ventricular tachycardia with RyR2 mutation. Circ 
Arrhythm Electrophysiol. 5: e14・e]7，20]2・HayashiH， Kitoh K， Mitsunami K， Horie M: Agranulocytosis immediately a仕eroral 
administration of cibenzolin巴anddabigatran in a patient with paroxysmal atrial fibrillation. 
Intern Med. 51(15): 1987-1990，2012 ・LinL， Horigome H， Nishigami N， Ohno S， Horie M， Sumazaki R: Drug-induced 
QT-int巴rvalprolongation and recurrent torsade de pointes in a child with heterotaxy 
syndrome and KCNEI D85N polymorphism. J Electrocardiol. 45(6)白 770-773，2012
• Yoshino T， Hayashi H， Nakae 1， Horie M: 1・pOl1t巴l巴vationinduced by double master 
two-step test. Intern Med. 51(14): 1941，2012 
• Watanabe H， Ohkubo K， Watanabe 1， Matsuyama M， Ishibashi-Ueda H， Yagihara N， 
Shimizu W， Hori巴M，Minamino T， Makita N: SCN5A l1utation associated with ventricular 
fibrillation， early repolarization， and concealed myocardial abnormalities Int J Cardiol. (In 
press) 
【2011】・MiyamotoA， Hayashi H， Ito M， Horie M: Remission of abnormal conduction and 
repolarization in the right ventricle after chemotherapy in pati巴ntswith anterior mediastinal 
tUl10r. J Cardiovasc Electrophysiol. 22: 350，2011. 
【2009] ・KawamuraM， Ozawa T， Yao T， Ashihara T， Sugimoto Y， Yagi T， Itoh H， Ito M， Makiyama 
T， Horie M: Dynamic change in ST-segl1ent and spontan巴ousoccurrence of ventricular 
fibrillation in Brugada syndrome with a novel nonsense mutation in the SCN5A gen巴
during long-term follow-up. Circ J 73(3): 584-588，2009 
• Miyazawa 1， Wada A， Sugil10to T， Nitta N， Horie M: Emerging acute unilateral pull10nary 
edema in a patient with pheochromocytoma. Int J Cardiol. ]33; e50-e51， 2009 ・ltohH， Yamamoto T， Sugihara H， Saotome T， Eguchi Y， Asai T， Horie M: Aortopulmonary 
artery dissection. J Am ColI Cardiol. 54(21): 1990， 2009 
【2008】・TsujitaY， Kunitomo工FujiiM， Furukawa S， Otsuki H， Fujino K， Hamamoto T， Tabata T， 
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Matsumura KヲSasakiT， Saotome T， Kawai H， Matsumoto T，恥1aedaK， Hori巴恥1，Eguchi Y 
A surviving case of mitochondrial cardiomyopathy diagnosed from the symptoms of 
multiple organ dysfunctiol1 syndrome. Int J Cardiol. 128(1): e43・e45，2008.
• Matsuo S， Sato Y， Higashida R， Shiraishi S， Asai T， Nakae 1， Horie M: A giant main 
pulmonary a1ery aneurysm associated with infundibular pulmonary stenosis. Cardiovasc 
Revasc Med. 9(3): 188・189，2008.
• Sugimoto T， Morita Y， Isshiki K， Yamamoto T， Uzu T， Kashiwagi A， Horie M， Asai T 
Constrictive pericarditis as an emerging manifestation of hyper-igg4 disease. Int J Cardiol 
130: elOO・el0l，2008
• Sugimoto T，恥10ritaY， Isshiki K， Yamamoto Tヲ UzuT， Kashiwagi A， Horie M， Asai T 
Constrictiv巴 pericarditiswas an em巴rgingmanifl巳stationof IgG4-associated multifocal 
systemic fibrosis. Int J Cardiol. 130(3) e 1 00-巴101，2008
【2007】
• Matsuo S， Sato Y， Nakae 1， Masuda D， Y0l10ta M ヲAshiharaT， Horie M Left ventricular 
involvement in arrhythmog巴nic right ventricular cardiomyopathy demonstrated by 
l1ultidetector-row computed tomography. Int J Cardiol. 115(3): e129・巴131，2007
• Matsuo S， Sato Y， Matsumoto T， Naiki N， Horie M: Churg-Straus syndrome presenting 
with massive pericard凶 effusion.Heart Vesse/s. 22(2)， 128-130，2007 ・Miyazawa1， Wada A， Sugimoto T， Nita N， Horie M: Emerging acute unilateral pulmonary 
edema in a patient with pheochromocytoma. Int J Cardiol. 133(2): e50也巴51，2009
• Sugimoto T， Okamoto M， Koyama T， Takashima H， Saeki M， Kashiwagi A， Horie M: The 
occurrence of systel1ic lupus erythel1atosus in an aSyl1ptomatic carrier of human T-cel 
IYl1photropic virus type 1. Clin Rheumatol. ;26(6):1005-1007，2007 
・ HarunaY， Kobori A， Makiyama T， Yoshida H， Akao M， Doi T， Tsuji K， Ono S， Nishio Y， 
Shimizu W， Inoue T， Murakami T， Tsuboi N， Yamanouchi H， Ushinohal1a H， Nakamura Y， 
Yoshinaga M， Horigome H， Aizawa Y， Kita T， Horie M: Genotype-phenotype corelations 
of KCNJ2 mutations in Japanese patients with Andersen-Tawil syndrome. Hum Mutat 
28(2): 208ヲ2007
【2006】
• Matsuo S， N討cae1， Masuda D， Matsumoto T， Horie M: Scintigraphic evaluatin of cardiac 
metabolism and sympathetic nerve function in alcoholic cardiomyopathy. Intern Med. 45 
465-467，2006. ・MatsuoS， Sato Y，恥1iyamotoS， Nakae 1， Saeki M， Hodohara K， Hori巴M:Primary 
malignant Iymphoma ofthe right atrium resulting in superior vena cava syndrome in a HIV 
positive patient: depiction at l1ulti-detector computed tomography and magnetic resonance 
imaging. Cardiovasc Revasc 1¥，俗d.7:255-257，2006
• Nagaoka 1， Matsui K， Ueyama T， Kanemoto M， Wu J， Matsuzaki M， Horie M， Shimizu A 
A novel mutation of plakophilin-2 associated with arrhythmogenic right ventricular 
cardiomyopathy. Circ J. 70(7): 933-935， 2006. 
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【2005】・MatsuoS， Nakae 1， Masuda D， Matsumoto T， Hori巴M:Dilated cardiomyopathy relieved as 
a result of s・blockertherapy A case report -key points in assessment of prognosis based 
on MIBG myocardial scintigraphy and BNP levels. Ann八luclMed. 19: 243-246，2005 
• Matsuo S， Matsumoto TヲNakae1， Masuda D， Takada MラMurataK， Hori-e M: Noninvasive 
identification of myocardial sympathetic and metabolic abnormalities in a patient with 
"Takotsubo" cardiomyopathy. Intern Med J. 12: 143-144，2005 
• Matsuo S， Matsumoto T， Nakae 1， lto M， Horie M: Anomaly of the left atrium川 patlents
with atrial fibrillation detected by ECG-gated multi-slice computed tomography. Int J 
Cardiovasc Imaging. 21: 455-458， 2005 
• Matsuo S， Nakae 1， Matsumoto Tヲ HorieM: Noninvasive evaluation of coronary artery 
plaque with electrocardiographically-gated l1ultislice computed tOl1ography. Comput 
Med Imag Grap Extra Cases. 29: 13-18，2005 
• Yokoi H， Makita N， Sasaki K， Takagi Y， Okul1ura Y， Nishino T， Makiyama T， Kitabatake A， 
Watanabe 1， Horie M: Double SCN5A mutation underlying aSyl1ptol1atic Brugada 
syndrome. Heart Rhythm. 2: 285-292，2005 
【2004】・MatsuoS， Nakamura Y， Nakae 1， Matsumoto工TakadaM， Murata K， Horie M: 
Scintigraphic evaluation of cardiac metabolism in l1ulticentric Castleman's disease. Intern 
Med. 43 490-492， 2004 
【2003] ・MatsuoS， Nakae 1， Nakamura Y， Horie M: Viable but den巴rvatedmyocardium in a patient 
with eosinophilic myocarditis. International Med J. 10: 57，2003. 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌 193 -
-~'i1・・・附ヨ・.~j・E・E逼E歪E・ 呼吸器内科
194 -
呼吸器内科
・ 英文・和文単行本 国
【2011】・中野恭幸定量的 CT解析と呼吸器疾患 AnnualReview 呼吸議 中外医学社，東京，
2011， pp.154-161 
【2010】・中野恭幸:1呼吸器系の症状・徴候ーしゃっくり(吃逆).者護学テ宇ス外 NICE:
度疲e;i全焼 南江堂，東京，2010， pp.45-47 
【2009】・中野恭幸 :アレノレギー性肺疾患.哨息，気道疾患:Churg-Straus症候群. 呼吸H!IiE
迫害11(.第 25). 日本臨床，東京， 2009， pp.9・13・長尾大志，中野恭幸 CT， HRCTとは. まゐがで誘みI!fぐ呼吸蒜症例 700.メデ
イカノレレビュー社，東京，2009， p.50 
【20081 ・中腎恭幸:恥部CT写莫.呼吸器commondiseaseの診療 COPOのすべて.x7e 
堂，東京， 2008， pp.13ふ142・羽白 高:非専門医のための慢性閉塞性肺疾患 (COPD) の基礎知識 • SELECTEO 
ARTICLES(year note series)主要病態・主要疾患の論文集.メデベックメディア，
東京， 2008， pp.1409-1418 
【2007】・羽白 高 :健康関連 QOL. 'E] 13 fj(j呼吸ヅパどヅテーショシ• lf!iI損害.新興医学出
版社，東京， 2007， pp.189司194・中野恭幸:COPDにおける CT所見の意義 E療者のための勝彦 .COPOの知識;
医学書院，東京， 2007， p.13 ・羽白 高:COPD Q67. IA療者のための械.g(.COPOの知識 医学書院，東京， 2007，
pp.202-203. 
【2005】・中野恭幸:COPD検出に際しての胸部 CT検査のポイント.工藤朔二編:厚窃表取
療のコ 'YeJ審eL-J'¥.中山書庇東京， 2005， pp.28-29 
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- 中野恭幸 :胸部 CTによる COPDの診断.工藤朔二編:呼吸震診療のコツと葱eL，
Jl'. 中山書庖，東京， 2005， pp.66・67
【2004】・中野恭幸 :気管支拡張症とびまん性汎細気管支炎 (DPB). PIJi疲諒嘉手筈危、S諸彦
メデイカルレビュー社，大阪， 2004， pp.283・289・羽白 高:呼吸生理と呼吸機能検査 ・ 運動負荷試験. 呼吸悲痛学~rr.‘会諸'6. メディ
カノレレビュー社，大阪， 2004， pp.23-24 
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-英文雑誌 ・
【20121 
・ItoM， Niho S， Nihei K， Yoh k， Ohmatsu H， Ohe Y: Risk factors associated with fatal 
pulmonary hemorrhage in locally advanced non-small cel lung cancer tr巴atedwith 
chemoradiotherapy. BMC Cancer. 12(27)，2012 
・ItoI¥久 Ishi G， Nagai K， Maeda R， Nakano Y， Ochiai A: Prognostic impact of 
cancer-assoc:iated stromal cells in stage 1 lung adenocarcinoma patients. Chest. 42(1) 
151-158，2012. ・MatsumotoH， Tabuena RP， Niimi A， Inoue H， Ito 1， Yamaguchi M， Otsuka K， Takeda T， 
Oguma T， Nakaji H， T勾川 T，Iwata T， Nagasaki T， Jinnai M， Matsuoka H， Mishima M 
Cough triggers and their pathophysiology in pati巴ntswith prolonged or chronic cough 
Allergollnt. 61(1): 123-132，2012. 
• Maeda R， Ishi G， Ito M， Hishida T， Yoshida J， Nishimura M， Haga H， Nagai K， Ochiai A: 
Number of circulating e;ndothelial progenitor cells and intratumoral microvessel density in 
non-small cel lung cancer patients: differences in angiogenic staれIS between 
adenocarcinoma histologic subtypes. J Thorac Oncol. 7(3): 503δ11，2012 
• Takemura I¥久NiimiA， Matsumoto H， Ueda T， Matsuoka H， Yamaguchi M， Jinnai M， Chin 
K， Mishima M: Clinical， physiological and anti-inflammatory effect of montelukast in 
patients with cough variant asthma. Respiration. 83(4): 308-315， 2012 
• Tanabe N， Muro S， Tanaka S， Sato S， Oguma T， Kiyokawa H， Takahashi T， Kinose D， 
Hoshino Y， Kubo T， Ogawa EヲHiraiT， Mishima M: Enphysema distribution and annual 
changes in pulmonary function in male patients with chronic obstructive pulmonary dis巴ase.
Respir Res 13(31)， 2012 ・ThoNV， Ogawa E， Wada H， Ryujin Y， Kanda R， Nakano Y: Quantitative imaging of 
atrw町s.APSR. Respiratory Updates. 4(7)，2012 
• Tanabe N， Muro S， Oguma T， Sato S， Kiyokawa H， Takahashi T， Kudo恥1，Kinose 0， Kubo 
T， Hoshino Y， OgawaE， Hirai T， Mishima M: Computed tomography assessment of 
phannacological lung volume reduction induced by bronchodilators in COPD. COPO 
9(4): 401-408， 2012. 
• Otsuka K， Matsumoto H， Niimi A， Muro S， Ito 1， Takeda T， Terada K， Yamaguchi M， 
Matsuoka H， Jinnai M， Ogul1a工NakajiH， Inou巳H，Tajiri 工IwataT， Chin K， Mishima 
M: Sputum YKL-40 levels and pathophysiology of asthl1a and chronic obstructive 
pull10nary cbsease. Respiration. 83: 507-519， 2012 ・ThoNV， Wada H， Ogawa E， Nakano Y: Recent findings in chronic obstructive pulmonary 
disease by using q回 ntitativecomputed tomography Respir Investig. 50(3) 78-87，2012 
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• Teramoto K， Asada Y， Ozaki Y， Suzumura Y， Nakano Y， Sawai S， Tezuka N， Inoue S， 
Fu吋ljinoS: A phase I study of docetaxel plus nedapla幻tl1 In patlほent岱swith m巴tωas幻ta幻tlωc 
noωonト.引na叫剖II-celllungcancer. Cancer Chemother Pharmacol. 70(4): 53ト537，2012
【2011】
• Matsumoto H， Niimi A， Takemura M， Ueda T， Yal1aguchi M， Matsuoka H， Jinnai M， 
Takeda T， Otsuka K， Ogul1a T， Handa T， Hirai T， Chin K， Mishil1a M: Long-terl1 changes 
in airway-wall thickness on cOl1puted tOl1ography in asthmatic patients. J Investig 
Allergol Clin Immunol. 21 (2): 113・119，2011
• Otsuka K， Niil1i A， Matsul1oto HラIto1， Yal1aguchi M， Matsuoka H， Jinnai恥1，Oguma T， 
Takeda T， Nakaji H， Chin K， Sasaki K， Aoyama N， Mishil1a M: Plasma substance P levels 
in patients with persistent cough. Respiration. 82(5) 43ト438，2011
• Yamaguchi 恥1，Shiota T， Kobashi Y: Erdheim-Chester disease pr巴senting with 
pneul1othorax. Respiration. 82: 552-556，2011 
• Kawata Y， Hosokawa T， Niki N， Ul1etani K， Nakano Y， Ohmatsu H， Moriyal1a N， Ito H 
Human pulmonary acinar airspace segm巴ntationfrol1 three-dil1ensional synchrotron 
radiation micro CT images of secondary pull10nary lobul巴 Proceedingsof SPIE. 7965， 
2011 
• Matsumoto H， Niil1i A， Jinnai M， Nakaji H， Takeda T， Oguma T， Otsuka K， Inoue H， 
Yamaguchi M， Matsuoka H， Ito 1， Hirai T， Chin K， Mishima M: Association of alveolar 
nitric oxide levels with pulmonary function and its reversibility in stable asthl1a 
Respiration. 81(4): 31ト317，2011
【2010】
• Haruna A， Muro S， Nakano Y， Ohara T， Hoshino Y， Ogawa E， Hirai T， Numi A， Nishimura 
K， Chin K， Mishima M: CT emphysema predicts 110rtality in COPD. Chest. 138(3)・
635-640.2010. 
• Sakai H， Nakano Y， Muro S， Hirai T， Takubo Y， Oku Y， Hamakawa H， Takahashi A， Sato T， 
Ch巴nF， Sahara H， Fujinaga T， Sato K， Sonobe恥4ヲShojiT， Miyahara R， Okubo K， Bando T， 
Hirata T， Date H， Mishil1a M: Age-related changes in the trachea in healthy adults. Adv 
Exp Med 8iol. 662: 115-120，2010 
• Taniguchi H， Ebina M， Kondoh Y， Ogura T， Azul1a A， Suga M， Taguch.i Y， Takahashi H， 
Nakata K， Sato A， Takeuchi M， Raghu G， Kudoh S， Nukiwa T; Pirfenidone Clinical Study 
Group in Japan: Pirfenidone in idiopathic p川1110naryfibrosis A phase II c1inical trial in 
Japan. Eur Respir J. 35(4): 821-829，2010 
• Wada H， Nakano Y， Nagao T， Osawa M， Yamada H， Sakaguchi C， Matsumoto T， Tsutal1oto 
T， Ito M， Horie M: Detection and prevalence of chronic obstructive pulmonary disease in a 
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cardiovascular clinic: evaluation using a hand held FEVlIFEV6 meter and questionnaire. 
Respirology. 15(8): 1252-1258，2010 
• Yuan R， Nagao T， Pare PD， Hogg JC， Sin DD， Elliott WM， Loy L， Xing L， Kalloger SE， 
English JC， Mayo JR， Coxson HO: Quantification of lung surface area using computed 
tomography. Respir Res. 1(153)，2010. 
【2009】・OgawaE， Nakano Y， Ohara T， Muro S， Hirai T， Sato S， Sakai H， Tsukino M， Kinose Dヲ
Nishioka M， Niimi A， Chin K， Par巴PD，Mishima M: Body mass index in male patients 
with chronic obstructive pulmonary disease: Correlation with low attenuation areas on CT. 
Thorax. 64(1): 20-25， 2009. 
• Akashi K， Saita S， Kubo M， Kawata YラNikiN， Nakano Y， Nishitani HラOhmatsuH， Eguchi 
KラKanekoM， Moriyama N: Bronchial wall r巴gionsextraction algorithm using multi slice 
CT imag巴s.Proc SPIE. 7258，2009 
• Nakano Y， Tho NV， Yamada H， Osawa M， Nagao T Radiological approach to asthma and 
COPD-the roJe of computed tomography. Allergollnt. 58(3): 323・331，2009
• Yuan R， Hogg JC， Pare PD， Sin DD， Wong JC， Nakano Y， McWilliams AM， Lam S， 
Coxson HO Prediction of the凶 eof decline in FEV(1) in smokers using qllantitative 
Comput巴dTomography. Thorax. 64(11): 944・949，2009
【2008】
• Saita S， Kllbo恥1，Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Ohmatsu H， TOl1inaga K， Eguchi K， 
Moriyal1a N: Medical Il1aging 2008: Algorithm of pull10nary emphysema extraction 
using thoracic 3-D CT images. Proc SPIE. 6915，2008 
• Wong JC， Nakano Y， Coxson HO， Mllller N， Pare PD， Hogg JC: Medical Imaging 2008・
The influence of reconstruction algorithm on the l1easurel1ent of airway dimensions using 
computed tomography. Proc SPIE. 6916，2008 
• Nishio C， Hajiro T， Nagao T， Ito恥1，Sakaguchi C， Nakano Y: Specialists play a vital role in 
general practitioner's prescription behavior: A qualitative study of asthma care in Japan. J 
Asthma.45(4)・339-342，2008.・OharaT， Hirai T， Sato S， Terada K， Kinose D， Haruna A， Marumo S， Nishioka恥1，OgawaE，
Nakano Y Hoshino Y. Ito Y Matsul1oto H. Niimi A. Mio T. Chin K. Muro S恥1ishimaM
Longitudinal study of airway dimensions in chronic obstructive pulmonary disease llsing 
computed tomography. Respirology 13(3): 372-378，2008 
• Patel BD， Coxson HO， Pillai SG， Agusti AG， Calverley PM， Donner CF， Make BJ， Muller 
NL， Rennard SI， Vestbo J， Wouters EF， Hiorns恥1P，Nakano Y， Cal1p PG， Nasute Fauerbach 
PV， Screaton NJ， Campbell EJ， Anderson '^尽-!，Pare PD， Levy RD， Lake SL， Silverman EK， 
Lomas DA: Airway wall thickening and emphysema show independent familial 
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aggregation in chronic obstructive pulmonary disease. Am J Respir Crit Care Med. 
178(5)・500-505，2008 ・YamadaH， Yoshida 1孔NakanoY， Suganami T， Satoh N， Mita T， Azuma K， Itoh M， 
Yamamoto Y， Kamei Y， Horie M， Watada H， Ogawa y: 1n vivo and in vitro inhibition of 
monocyte adhesion to endothelial cells and endothelial adhesion molecules by 
eicosapentaenoic acid. Arterioscler Thromb Vasc Biol. 28(12): 2173-2179， 2008 
• Nagatani Y， Nitta N， Takahashi M， Tezuka N， Nakano Y， lkeda M， Kirino Y， Hashimoto K， 
Otani H， Murakami Y， Murata K: U1tra-low-dose computed tomography system with a f1at 
panel detector assessment of radiation dose reduction and spatial and low contrast 
resolution. Radiat Med. 26(10): 627・635，2008
【2007】・SaitaS， Kubo M， Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Ohmatsu H， Tominaga K， Eguchi K， 
Moriyama N Algorithm of pulmonary emphysema extraction using thoracic 3D CT images 
Proc SPIE. 6514，2007 ・KawaiJ， Saita S， Kubo M， Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Nishitani H， Ohmatsu H， Eguchi 
K， Kaneko M， Kusumoto M， Kakinuma R， Moriyama N Medical lmaging 2007 
Automated anatomical labeling algorithm of bronchial branches based on multi-slice CT 
images. Proc SPIE. 6514，2007 
【20061 
• de Jong PA， Nakano Y， Lequin MH， Tiddens HA: Dose reduction for CT in children with 
cystic fibrosis: Is it feasible to reduce the number of imag巴sper scanつPediatrRadiol 
36(1): 50・53，2006
• de Jong PA， Mayo JR， Golmohammadi K， Nakano Y， Lequin 1.任1，Tiddens HA， Aldrich J， 
Coxson HO， Sin DD: Estimation of cancer mortality associated with repetitive computed 
tomography scanning. Am J Respir Crit Care Med. 173(2): 199-203，2006. 
• de Jong PA， Long FR， Nakano Y: Computed tomography dose and variability of airway 
dimension measurements: How low can we go? Pediatr Radiol. 36(10): J 043・1047，2006・KawaiJ， Saita S， Kubo M， Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Nishitani H， Ohmatsu H， 
Moriyama N: Medical lmaging 2006・Automatedanatomical labeling algorithm of 
bronchial branches based on multi-slice CT images. Proc SPIE. 6143，2006 
• Saita S， Kubo恥1，Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Ohmatsu H， Tominaga K， Eguchi K， 
Moriyama N Medical Imaging 2006: Algorithm of pulmonary emphysema extraction 
using low dose thoracic 3D CT images. Proc SPIE. 6143，2006 
【2005】・TachibanaH， Saita S， Yasutomo M， Kubo M， Kawata Y， Niki N， Nakano Y， Sasagawa M， 
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Eguchi K， Moriyama N: An extraction algorithm of pulmonary fissures from multi-slice CT 
image. Proc SPIE. 5745: 1057・1065，2005
• d巴JongPA， Nakano Y， Hop WC， Long FR， Coxson HO， Pare PD， Tiddens HA: Changes in 
airway dim巴口sionson computed tomography scans of children with cystic fibrosis. Am J 
Respir Crit Care Med. 172(2) 218-224，2005 
• Nakano Y， Wong JC， de Jong PA， Buzatu L， Nagao T， Coxson HO， Elliott WM， Hogg， JC， 
Pare PD: The prediction of small airway dimensions using computed tomography Am J 
Respir Crit Care Med. 171(2): 142-146，2005. 
• de Jong PA， Golmohammadi K， Nakano Y， Mayo JR， Lequin MH， Tiddens HA， Aldrich J， 
Pare PD， Sin DD: Risks， benefits and risk reduction of repetitive computed tomography 
(CT) scanning in cystic fibrosis J Cyst Fibros. 4(Suppl.): S59・S73，2005
【2004】
• Coxson HO， Chan IH， Mayo JR， Hlynsky J， Nakano Y， Birmingham CL: Early emphysema 
in patients with anorexia n巴rvosa.Am J Respir Crit Care Med. 170(7): 748-752，2004 
• de Jong P人 NakanoY， Lequin 1¥心土 MayoJR， Woods R， Pare PD， Tiddens HA 
Progressive damage on high resolution computed tomography despite stable lung function 
in cystic fibrosis Eur Respir J. 23(1): 93-97，2004 
• King GG， Carroll JD， Muller NL， WhittaII KP， Gao M， Nakano Y， Pare PD: Heterogeneity 
of narrowing in nonnal and asthmatic airways measured by HRCT. Eur Respir J. 24(2) 
211-218，2004 ・NiimiA， Matsumoto H， Amitani R， Nakano Y， Sakai H， Takemura恥1，Ueda T， Chin K， Itoh 
H， Ingenito EP， Mishima M: Effect of short-term treatment with inhaled corticosteroid on 
airway wall thickening in asthma. Am J Med. 116(11): 725開731，2004
• Niimi A， Matsumoto H， Takemura M， Ueda T， Nakano Y， Mishima M: Clinical assessment 
of airway remodeling in asthma: utility of computed tomography. Clin Rev Alergy 
Immunol.27(1) 45-58，2004 
【2003】
• Coxson HO， WhittaII KP， Nakano Y， Rogers RM， Sciurba FC， Keenan RJ， Hogg JC: 
Selection of patients for lung volume reduction surgery using a power law analysis of the 
computed tomographic scan. Thorax. 58(6): 510-514，2003 
• de Jong PA， Nakano Y， Lequin恥任1，Merkus PJ， Tiddens HA， Hogg JC， Coxson HO 
Estimation of lung growth using computed tomography Eur Respir J. 22(2): 235-238， 
2003 
• Screaton NJ， Coxson HO， KaIIoger SE， Baile EM， Nakano Y， Hiorns M， Mayo JR 
Detection of lung perfusion abnormalities using computed tomography in a porcine model 
of pulmonary embolism. J Thorac Imaging. 18(1): 14-20，2003 
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- 和文雑誌 ・
【2012】・龍神慶，神田理恵，中野恭幸:COPDの画像診断 呼吸悲沖符 21(3):216・223，2012・三嶋理晃，平田一人，西村善博，中野恭幸:検討座談会 :気腫性病変 ・気道病変 ・
血管病変の最新知見とその関係性• COPD Se!ected Papers. 2(3): 7・14，2012・三嶋理晃，中野恭幸， Gerry W Hagan :座談会:日本のプライマリケアにおける COPD
の診断と管理• International Review of Asthma&COPO. 14(1): 2・21，2012.・長尾大志:Information :やさ しイイ呼吸器教室 Eei!i1A説方策 33(6):101，2012. ・和田 広，中野恭幸 :胸部 CT.呼吸 31(3):264-269，2012 ・中野恭幸 :画像診断の進歩 :非腫療性疾患.原級.31(10): 924・927，2012.
【2011】・龍神 慶，中野恭幸 COPDの治療 ・管理update 増悪の予防.8本殿説明事反 J増
刊号，S206，2011 ・龍神 慶，中野恭幸 :閉塞性肺疾患における CT画像診断 nifl!&e純子1苦労(12)
1165-1174，2011 ・長尾大志 :びまん性肺疾患の臨床 .放射線科医が知っておく べき基本事項.厳原E
綾 27(4):402・411，2011・龍神慶，中野恭幸 :画像:胸部単純写真とCT. 治、&-/4草原 60(4):556・560，2011・龍神 慶，中野恭幸:呼吸器の病気のすべて:呼吸器の検査 :CT検査.か6だ、の
符学. 268: 27-32， 2011 ・新実彰男，中野恭幸，長谷光雄，林 龍二 座談会 :気管支哨息のより良い治療と
は • Medica! Tribune. 1-4，2011 ・山口将史:診断 ・鑑別診断 :検査所見. 最新医学(別冊)新しい診断と治療のABC
2/呼吸器2，晴彦. 2011 ・山口将史 :ウェゲナー肉芽腫症.クヅニシアン.58(5): 142-144，2011. ・山口将史:無症状で胸部の陰影が急速に増大した症例.クヅニシアシ.58(5): 90-91， 
2011 ・隅田美紀， 小木曽正輝，安江陽子，小熊哲也:薬剤管理指導内容からみた癌終末期
における薬剤師の役割 • 1M.書提蔚iJA薬浮?!ei!会結tt.52: 11-12，2011 ・中野恭幸 :循環器外来における COPDの簡便なスク リー ニング法の検証:電子式携
帯型 FEV1 /FEV6 メータ (PiKo・6 ) と COPD 質問票の併用の有用性• Essential for 
Physicians. 2，2011. ・中野恭幸 : 大津市医師会 COPD 連携パス : 運用の実際と目指すところ. 大虐府~éi!i
会話 34(6):26-28， 2011 
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- 上田幹雄，新実彰男，水口正義，山口将史 :座談会・ 目指居、の長期コン トロー ノレ達成 ・
維持を目指して:抗炎症効果の高い SFC による継続治療の重要性• Medical Tribune. 
l司4，2011.・上田幹雄，長尾大志，松本久子:座談会:気管支目指息のより良い治療とは Medical
Tribune.ト4.2011・瀬戸瑠里子，坂口才，桝田元，神田理恵，和田広，山田英人，大津真，長
尾大志，中野恭幸，北村将司，手塚則明 本院で経験した早期小細胞肺癌症例につ
いて • /itjf~.学'. 33: 137，2011. ・中野恭幸:COPD新ガイドラインにおける薬物療法 B'*呼吸ケア・ヅパどヅテー
ショ二/学会話ー20(2):134-137，2011 
【2010】・中野恭幸，小)1恵美子 :栄養障害と肺気腫 厚援護月f.4.17(6): 499-503， 2010. ・中野恭幸 :COPD治療に関する大規模臨床試験 疲λ弟<It.2(2): 24・36，2010・小川悪美子:COPD における免疫と喫煙• PIJlIf& 11，月持. 17(5): 477-481，2010 ・中野恭幸-公衆衛生:肺炎球菌ワクチンー 大法府EeiP;盆語'1.33(10): 16・17，2010・鈴木秀宣，財団伸介，河田佳樹，仁木 登，大松広伸，土田敬明，江口研二，金子
昌弘，森山紀之，中野恭幸，三嶋理晃:肺がん CT検診の比較読影のためのスライ
ス対応付け法 書子清1Ii;aIs"学盆皮緋野苦倉学正言語'l1A用'&11安 109(407)385-388， 
2010 ・栗原美香，長尾大志3 仲川満弓，丈達知子，中西直子，岩川裕美，大津真，中野
恭幸，佐々木雅也，田中俊宏，小松龍史 :COPD患者における食後代謝の検討 持
政援E虜業葺 25(6):1235-1241，2010. ・中野恭幸:栄養障害と肺気腫形成に関わる喫煙.原成車舟符.17(5)，47ト476，2010.・田仁誠二，野間和夫，鈴木秀宣，財団伸介，河田佳樹，仁木 登，宮崎正義，中野
恭幸 4D・CT を用いた呼吸動態の解析 • MEDICAL IMAGING TECHNOLOGγ 
28(Suppl.): 1・6，2010
【2009】・山田英人，田中 都，菅波孝祥，中野恭幸，小川佳宏:肥満と呼吸器疾患 :基礎医
学とのダイアローグ :肥満遺伝子産物レプチンの炎症誘起作用 • THE 
LUNG-perspectives. 17(1): 67-71，2009. ・和田 広，中野恭幸，河田佳樹，仁木登:呼吸器疾患診断の進歩:形態と機能の
系統的評価:胸部 CT画像診断 PIJl援と綾環 57(4):339-347，2009 ・西尾智尋，羽白 高，長尾大志，伊藤まさみ，坂口 才，中野恭幸:研修医が呼吸
器内科を専門分野に選択するプロセスの質的研究ーB，*PIJlIf&草学会指t.47(6) 
462-465. 2009 
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呼吸器内科 -嗣・.~.自国陸別畢吉田躍圃・・
- 中野恭幸:COPD診療の最前線 :UPLIFTの結果を踏まえて(座談会). Medical 
Tribune. 2009 
・ 和田 広，中野恭幸:COPD:診断2:画像診断 法疫学'.43(9): 943-946，2009 
・ 木村 弘，桂秀樹，中野恭幸，吉川|雅則:(座談会)呼吸器疾患と栄養管理 原
疲 28(1):20-32，2009 
・ 中野恭幸:胸部 CT から見た肺.構造と機能の関係.1Jt，反"PiJZlJ&全車~ 41(2) 69-73，2009 
【2008】
・ 高橋雅士，新田哲久，高楼竜太郎，永谷幸裕，村上陽子，大谷秀司，村田喜代史，
羽白 高，長尾大志，中野恭幸 :筋炎関連間質性肺炎の画像:多発性筋炎/皮膚筋
炎 E求局司磁灰 67(5):395-403，2008 
・ 中野恭幸，財団伸介，仁木 登 CADによる肺がん以外の胸郭病変の診断支援 原
lJ&e綾環 56(5):485-490， 2008 
・ 中野恭幸 : 診療の秘訣:吸入薬いろいろ • Modern Physician. 28(8): 1266，2008. 
・ 中野恭幸私の処方慢性閉塞性肺疾患(COPD).Modern Physician. 28(7)・1107，2008
・ 松本鉄也， 中野恭幸，堀江稔 :全身疾患としての COPD心血管疾患 E本殿f/J!lf
反 67(12):1000-1009，2008 
・ 古川晶子，尾崎良智，木藤克之，佐々木禎治，長尾大志，北村憲一，内藤弘之，立
脇憲一，茂篭邦彦，生野芳博， 小西慶己，金城真一，岩田泰晴，中川と も子，中野
恭幸，感染対策チーム:大学病院でのノロウイルスによる感染性胃腸炎アウ トブレ
イクの経験反賞E符大学指't.21(1): 15・19，2008
【2007】
・ 中野恭幸:CT画像解析の意義 最新E学 62(3):42-47， 2007 
・ 中野恭幸，羽白 高，長尾大志，佐藤公彦，松延政一，折田雄一滋賀県下の一般
開業医における禁煙と慢性閉塞性肺疾患(COPD)への取り組み(アンケート報告)
第2目 立古賀渠~Ói[j;#帯. 59(4):30-31 ， 2007
・ 中野恭幸:画像診断:一鑑別診断に役立つ画像は一 :COPD の診断と治療• Modern 
Physician. 27(11): 1478-1481，2007 
・羽白高 :COPDとBODEindex. P1j疲諺押.1(3): 331-336，2007. 
・ 小川憲美子，中野恭幸 COPD患者における体格と気腫化病変の関連 B ;1¥ /JiJf/J !lf 
反 66(8):625・632，2007
・ 橋本尚人，財団伸介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，富永
慶暗，江口研二，森山紀之 .マルチスライス CT画像を用いたバイアス成分を考慮
した葉単位別の気腫性病変抽出アルゴリズム 富子静寂)Æf~.学会技術・研究帯苦倉
学技19/A用E綾 106(510) 15・18，2007
・ 川井淳，財団伸介，久保満，何回佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，大松
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広伸，江口研二，金子昌弘，楠本昌彦，柿沼龍太郎，森山紀之:マルチスライス
CT画像を用いた空間的な分布に基づく区域気管支分類アルゴリズム 重子持帯韮
倉学会度帰ー研究薮苦倉学反語'l/Æ用'ilfi/~. 106(510): 5-8， 2007 ・1可村-奈美，財団伸介， 久保満，何回佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，大松
広伸，江口研二，金子昌弘，楠本昌彦，柿沼龍太郎，森山紀之 :マルチスライス
CT画像を用いたエッジ情報による気管支壁抽出アノレゴ、リズムー 章子結晶'liAfs学会
技術研究寂苦倉学技語'l/A用&it安 106(510):1-4，2007 ・松贋幹雄，財田伸介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，大松
広伸，江口研二，柿沼龍太郎，森山紀之 :マルチスライスCT画像を用いた 3次元
凸閉包による肺葉，肺区域分類アノレゴリズムー 章子持季語'liA倉学会長砂ー研究語F王手 E
学t言語'l/Æ用ïÆi~. 106(509): 193・196，2007・金子正博，石原享介，羽白 高，藤井宏，市原英基 :哨息発作入院を繰り返す症
例の特徴 ステロイ ド全身投与，救急受診，睡眠薬の常用との相関ーアレルネ‘ー.
56(5) 477・484，2007・石原享介，周東寛，周東千鶴，羽白 高，藤村直樹，足立満 :成人気管支晴息
患者に対するサノレメテロー ノレ/プロヒ。オン酸フルチカゾン配合剤(SFC)への切り替え
療法の検討 アレルギー，舟疫 14(5):648-657，2007 ・高橋雅士，村田喜代史3 中野恭幸，手塚則明・肺サルコイ ドー シスの画像診断.B
弓t/K事IJi語'l.4349: 53-55，2007 ・羽白高:QOL 評価の特性• COPO Frontier. 6(3) 50-54，2007 ・小賀徹，西村浩一，月野光博，羽白 高，佐藤晋，三嶋理晃 :多次元的評価に
よる COPD と気管支鴨居、の長期経過に関するアウ ト カム リ サーチ •B*"守符手岳会結
t. 96: 218，2007 ・栗原美香3 岩川裕美，丈達知子，中西直子，辻井靖子，三上貴子，碓井理香，徳永
道子， 小寺利美，星野伸夫，赤羽理也，長尾大志，塩見尚礼， 荒木信一，佐々木雅
也，柏木厚典，津田直子，小津恵子，伊藤明彦 :PEG症例の経腸栄養投与熱量設定
における間接熱量測定の有用性について 静脈経原京嘉 22(3)，2007
【2006】・中野恭幸.実地診療における COPDの画像診断 Medical Practice. 23(6) 975司979，
2006 ・中野恭幸，羽白 高，長尾大志，佐藤公彦，松延政一，折田雄一:滋賀県下の一般
開業医における禁煙と慢性閉塞性肺疾患(COPD)への取り組み(アンケー卜報告)• 
IttJ言葉~éi!f会帯 58(2): 22-24，2006 ・羽白 高 :アレノレギー相談室Q&A:気管支を広げる効果が，長く続く吸入薬があ
ると聞きましたが，どのような薬のことでしょうか? アレルギーの厳灰25(7):584， 
2006 
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呼吸器内科 -E週・・院ヨ・・咽臨官長ヨE震E・
- 羽白 高， 中野恭幸，堀江稔呼吸リハビリテーションのアウトカムと将来の課
題 QOL評価についての現状と リハビリテーションの効果 B;t.呼吸'ifIA字会話
14(3): 337-341，2006. ・三嶋理晃，中野恭幸，西村浩一，新実彰男，平井豊博，室繁郎，小賀徹，星野
勇馬，中村 肇，淀井淳司 :COPDの病態解析と治療法開発・治療評価への挑戦 CT 
画像解析・ チオレドキシン創薬 ・ アウトカムスタディを通して 長Iß~学 6 1(1): 
118-175，2006. ・中野恭幸 :画像解析-COPD 診療の実際とこれからの治療・ 治、会原灰.55(10) 
2456-2460.2006 ・中野恭幸 :COPD の画像 :CT によるあらたな解析アプローチ.~.学のあゆみ 2 1 8( 1 2)
1005-1009，2006 ・中野恭幸 :CTを用いた COPDの画像診断 update.B ;t/!I!iJf/f/s若灰 65(12):1070-1079， 
2006 
【2005] ・羽白 高，石原享介，藤井宏，金子正博，勝山栄治:孤立性結節陰影を呈した肺
好酸球性肉芽腫症の 1例.B求呼吸H学会悲話 43(1)37-40，2005 ・多国真也，財田伸介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，笹川
道三，大松広伸，森山紀之:マルチスライス CT画像からの気管支構造抽出アノレゴ
りスム‘ 電子情報通信学会技術研究報告信学技報 104(580):25-29，2005 ・立花裕之，財団伸介，安友基勝，久保満，i可田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松
広伸，笹川道三，江口研二，森山紀之:検診用マルチスライス CT画像を用いた肺
気龍格祈7;レゴワスムの構築.電子構報通信学会技術研究報告信学技報.104(580): 
145-149.2005 ・川井淳，財団伸介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，笹川
道三，大松広伸，森山紀之 マルチスライス CT画像を用いた気管支の枝名対応付
竹7ルゴリスム. 電子情報通信学会技備研究報告信学技報.11むちゃ5):37-的ユ~005・川井淳，財団伸介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，笹川
道三，大松広伸，森山紀之:マルチスライス CT画像を用いた気管支枝名対応付け
7ルゴワスムの構事長ー 霊子情報通信学会技街研究報告信学技報.105(1も)9):27ろ0，
2005 ・財団伸介，久保満，何回佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，笹川|道三，柿沼
龍太郎，森山紀之:マルチスライス CT画像を用いた葉単位別の肺気腫解析アノレゴ
リスム. 霊子情報通{信言学会技術研究報告信学技報. 10、恰5(1も的9町))‘ 3羽1
. 河村奈美，財財.田伸介，久保満，河田佳樹，仁木 登，中野恭幸，西谷 弘，笹川
道三，大松広伸，森山紀之:マルチスライス CT画像を用いた気管支抽出アノレゴリ
ズム. 電子構報通信学会技術研究報告信学技報.105(221): 1司16，2005
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- 財団仲介，久保満，河田佳樹，仁木登，中野恭幸，大松広伸，富永慶H吾，江口
研二，森山紀之:マルチスライス CT画像を用いた葉単位別の肺気腫抽出アルゴリ
スム. 電子情報通信学会技術研究報告信学技報.105(303): 75-79，2005 
• )1井淳，財団伸介，久保満，何回佳樹，仁木登，中野恭幸，西谷弘，大松
広伸，江口研二，森山紀之 :マルチスライス CT画像を用いた気管支枝名対応付け
アルゴリズムの蟻熟. 電子情報通信学会技f術荷研究報告信学技報.1刊む05(3:も総も旬1伍
2005 ・多田真也，財団伸介，久保満，河田佳樹，仁木 登，中野恭幸，西谷弘，笹川
道三，大松広伸，柿沼龍太郎，楠本昌彦，金子昌弘，江口研二，森山紀之 :マルチ
スライス CT画像からの気管支構造抽出アルゴ、リズムの構築 純f/ICT研究会ー
112(1): 79・80，2005・中野恭幸 :CTを用いた気道病変の検出. 原級 24(11):920・926，2005
【2004】・松本鉄也，安田雄司，室繁郎，三嶋理晃.症候からCOPDに迫る :呼吸困難(息
切れ). COPOFRONηER. 3(4): 354・369，2004・羽白 高:哨息、と患者教育 : 気管支晴息と QOL 評価 • International Review of Asthma 
6(3): 44-50， 2004 ・羽白 高:はじめての当直:救急外来編 :6息がくるしい 厳庶研修プラクティス
6: 54-61. 2004 
【2003】・高橋雅士，新田哲久，高棲竜太郎，牧大介，村田喜代史，羽白 高，中野恭幸 :
閉塞性肺疾患の画像診断 原級t綾凌，51(10): 987-996，2003 ・高橋雅士，村田喜代史，新田哲久，高樫竜太郎，西本優子，藤野昇三，中野恭幸 :
肺癌(非小細胞癌)の遠隔転移診断 EBM 時代における画像診断 iÆí~，診断. 23(5) 
509-517.2003 
堀江稔教授就任・呼吸循環器内科設立 10周年記念誌
呼吸器内科 Efョ・.~.自国民酒Eヨ._.
圃 英文症例報告 ・
【2012】
• Wada H， Sakashita T， Shigel10ri W， Nagao T， Nakano Y A case of pull10nary cholesterol 
granulol1a: an (18)F-fluorodeoxyglucose positron el1ission tomography image. Am J Med 
Sci. 344(5) 414・415，2012
【2011】
• Wada H， Seto R， Yal1ada H， Nagao T， Hajiro T， Nakano Y: Respiratory failure of 
Williams-Campbell syndrol1e is effectively treated by noninvasive positive pressure 
ventilation. Intem Med. 50(16): 1729-1732，2011 
• Seto R， Yamada H， Wada H， Osawa M， Nagao T， Nakano Y Diffuse alveolar hael10rrhage 
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